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Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・このところ高額商材の売行きが大変堅調であり、６
月はその動きがより一層顕著に表れている。特にワイ
ン、シャンパン、ウィスキーといった商材で客単価が
顕著に上がっている。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・６月25日現在、来客数が前年比129.9％と大きく伸
びている。特に中国本土からの団体観光客の増加が著
しい。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月に入り、来街者の服装をみると、例年よりもビ
ジネス客が多かった。土産や夜の飲食の売上は普段と
変わらなかったが、宿泊、駐車場を含めた交通関連、
昼の飲食などが売上を伸ばした。景気の動向として
は、原材料価格の高騰や電気料金の値上げの影響を受
けつつも、ビジネス関連が活発化しつつあることか
ら、わずかながら上向いている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・大きな回復基調はまだみられないものの、家電関連
を除けば若干だが前年を上回っている店舗が多い。た
だ、店舗による格差が激しいため、景気の回復感は店
舗によりさまざまである。その一方で、先行きを悪く
言う人が少ないため、全体的には景気回復が進んでい
る。また、外国人観光客をターゲットにした新規出店
が大手を中心に加速しており、地域活性化に向けての
ヒントがうかがえる。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・依然として航空機の乗降客が前年を５％程度上回っ
ており、それに比例して、当店の売上も前年を５％上
回る状況が続いている。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・６月初めは来客数、購買率、客単価のいずれも苦戦
していたが、10日以降は持ち直し傾向となっている。
客単価、購買率とも前年を上回って推移しており、売
上も前年をクリアする日が続いている。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・中元ギフトの販売が好調である。客単価も前年を
５％程度上回っており、客に少し余裕が出てきたよう
に感じられる。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・６月の売上は、めん類やベーカリー、デザートなど
の商品力の向上が奏功し、前年比103％と前年を上
回った。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・平日は観光客、特に年配の夫婦の来店が顕著であ
り、なかには、ようやく来ることができたと有り難い
言葉をかけてくれる客もみられた。一方、週末は地元
客が目立った。開店と同時に満席となる日もあり、全
体の売上は前年を少し上回った。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・少しずつ観光客が増えているなかで、一般客も飲食
店街に出てくるようになっている。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・近隣アジアからの外国人観光客の団体旅行が好調で
ある。国内客は、個人型のビジネス、観光ともに堅調
である。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・羽田便の供給座席数が増加したことから、外国人観
光客の入込が伸びている。また、医学系の学会や学生
のスポーツ大会、合宿などが管内で実施され、人の動
きが活発化している。

タクシー運転手 来客数の動き ・６月はＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りなどのイベント
やお祭りがあったことから、タクシーの売上が前年を
上回った。夜の人出も前年より増えている。

タクシー運転手 販売量の動き ・６月に入り、競馬開催が始まったことなどから、人
の出入りが多くなっており、特に観光客の入込が増え
ている。売上も３か月前に比べると14.8％も増加して
おり、前年と比べても７％程度増加している。

タクシー運転手 販売量の動き ・タクシーの乗降客数はほぼ横ばい状態であるもの
の、貸切バスの稼働率が向上している。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・例年と比較して、輸送量は全体的に減少しているも
のの、観光シーズンを迎えたことで、特に乗用車が増
加傾向にあり、３か月前よりは上向いている。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客が消費税増税の影響に慣れてきているなか、株価
の上昇傾向が続いていることから、徐々に高額商材に
も消費が回ってきつつある。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・全体的には買い控えの消費行動は変わっておらず、
変化はみられない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今のところ、客の反応は前月と同じようであり、変
わりがみられない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・店内改装に伴う販売面積の減少といったマイナス要
因もあるが、外国人観光客による売上が前年比240％
と大きく伸びている一方で、来客数はほぼ前年並みで
推移しており、全体売上は前年割れとなった。ただ
し、定価品の売上がほぼ前年並みであったこと、父の
日や中元の売上が２けたの伸びとなったなど、結果の
出ている部門もみられる。

百貨店（担当
者）

来客数の動き ・客単価は変わらないものの、来客数が減少してい
る。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・近隣に競合する商業施設が開店して以降、来客数が
減少傾向にある。客単価は前年を上回っているもの
の、店舗内の買回りが顕著に悪化しており、特に食料
品の苦戦が目立っている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少が継続している。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・全体のムードとしては、株式を所有していない人ま
でもが株価高騰の恩恵を受けているような雰囲気があ
り、何かほんの一押しで消費が上向きそうな気配があ
る。ただ、従来どおりの手法では難しい。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・一部の加工食品の店頭売価が上昇してきているが、
大方の商材は競合他社の低価格政策もあり、上昇局面
にはない。特に最近ではコンビニエンスストアにおい
ても特売チラシを折り込むなど、従来にない価格競争
の激しさが感じられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・６月は前年との気温差が大きいことから、飲料水や
アイスクリームの売上が前年と比べて大きく減少して
いる。ただ、そうした状況のなかでも、高額商材の動
きは良い。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・６月は天候が悪かったことが大きく影響し、特に夏
型商材で売上の減少がみられる。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・６月は低温の影響が大きく、浴衣などの夏物商材の
動きが鈍かった。催事の売上は前年並みであったが、
客単価が上がった一方で、来客数が減少した。また、
プレミアム付商品券の購入に伴う出費が家計に負担を
かけてしまっている面もうかがえる。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・６月の売上は前年を下回った。特に夏物商材が動い
ていない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量も売上も前年並みで､景気が上向いていると
は思えない｡

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量が増えるような、これといった要因がみられ
ない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量や客が落とすお金の金額をみても、景気が良
くなっているとは全く感じられない。ただ、北海道と
いう土地柄、例年、４～５月が盛り上がって６月が夏
枯れで落ち込む時期であるため、全体としては変わら
ない状況にある。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・例年、売上の落ち込む時期であり、今年は人事異動
なども絡んできているため、６月の販売量はそれほど
多くなかった。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・新型車投入後も販売量に回復の兆しがみられない。
客の動きにも変化がなく、見込み客も、購入予定客も
増えてこない。

自動車備品販売
店（店長）

競争相手の様子 ・カー用品店ではスタットレスタイヤの商談会を例年
８月に行っているが、今年は売上確保のための取組と
して、７月からスタートする予定となっている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・客の動きをみると、必要品を吟味し、購入を後回し
にして、結局買わない傾向がみられる。
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その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油価格が安定しているため、変化がみられない。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・円安にともなう物価の高騰が不景気感を助長してい
る。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・売上は前年並みとなったが、客の流れが読みにく
い。少ないながらも新規顧客がみられる一方で、いつ
も来店していた客がめっきり来なくなったりもする。
食料品の値上げが続くなか、良質の食材を使った割高
のメニューが敬遠されるようになってきており、地元
客の単価低下は徐々に深刻さを増している。先日、顧
客の服飾店を訪ねたが、ポイントアップの日だったら
しく、混雑していた。しかし、普段の日は客入りが良
くないらしく、売上の良い人気百貨店に出店していて
も特典がないと客を呼べないとこぼしていた。

観光型ホテル
（役員）

来客数の動き ・個人客は増加しているが、料金改定により貸切観光
バスの運賃が高騰したため、外国人観光客の団体利用
の減少が目立つ。また、本州方面からの団体客も同様
に減少しており、来客数が全体的に微減している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・株価上昇などの効果もあり、ある一定クラス以上の
顧客の購買力は堅調だが、若者や子育て世代などの旅
行需要が低調である。インターネットでの購入やＬＣ
Ｃ利用に流れている客も多い。

タクシー運転手 来客数の動き ・観光面では、貸切バスの問い合わせはあるものの、
タクシーやハイヤーの実績は前年並みにとどまってい
る。ただ、バス事業者に尋ねたところ、問い合わせが
あるものの、ドライバー不足で受入できない現状であ
り、実績が伸びているわけではないとのことであっ
た。

タクシー運転手 販売量の動き ・当社の社員の高齢化にともない、社員の減少が続い
ている一方で、他産業での雇用が増えているため、新
入社員を確保できていない状況にある。賃金を上げる
など、雇用条件を改善できるような要素もないため、
人員減による収入の減少が続いている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・道内の都市部、地方を問わず、店舗への来客数が前
年に比べて少なく、特に平日の昼間が閑散としている
ことで販売機会を失っている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・引き続き売上が前年を３％程度上回る状況が続いて
いる。ここ３か月、売上が安定しているため、変わら
ない状況にある。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・天候不順で例年より気温が低く、初夏らしい季節の
変わりを感じられないため、夏物が不振である。肌の
露出がないので、腕時計やアクセサリーの売上も不振
であり、特に高額商材が厳しい状況である。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・天候不順の影響もあるのかもしれないが、初夏を迎
えて増えてくるはずの日本人観光客が本当に少なく、
どの店もなぜだろうと首をかしげている。売上は前年
比98％とまずまずだったが、ムードの悪さが気がかり
である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・前月までは販売量も来客数も少しずつ上向きになっ
てきていたため、景気回復の兆候ととらえていたが、
６月に限っては販売量が前年比81％と非常に悪かっ
た。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・駅前に大型店の出店があったことで、当地区のチラ
シ競争が激しさを増し、来客数が分散している。地域
の景気が悪化しているわけでもないが、しばらくは当
該店舗の来客数は今まで以上に減少することになる。
客単価が前年を２～５％程度上回っている一方で、買
上率や来客数がやや落ち込んでいることから、売上は
前年から１％強落ち込んでいる。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ロシア200海里内でのさけ・ます漁の出漁遅れや漁
獲割当量が前年の３割に減少していることに加えて、
来年以降のさけ・ます漁自体が中止となる見込みであ
ることから、心理的にも買い控えがみられ、来客数や
客単価の落ち込みが大きい。また、天候不順の影響に
より農家の牧草刈作業の中止が続いていることも影響
している。

衣料品専門店
（店員）

来客数の動き ・出店している施設内の来客数が少ない。
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旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・長引く円安、客の欧州離れ、ＭＥＲＳ（中東呼吸器
症候群）による風評などにより、海外旅行の申込客が
明らかに減少しており、景気が悪い方向に向かってい
る感が否めない。

住宅販売会社
（役員）

来客数の動き ・分譲マンションのモデルルームへの来客数がやや減
少傾向にある。

悪く
なっている

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・６月に入り、天候不順が続いていることで、紳士
物、婦人物とも、衣料品の動きが厳しく、売上が前年
比93％となっている。夏物のセールも前年は６月下旬
から始まったが、今年は７月からのスタートに変更さ
れたため、下旬の売上が今一つ伸び悩んでいる。６月
から立ち上がったお中元は前年並みで推移している。

タクシー運転手 販売量の動き ・タクシーの運行本数が前年を下回る状態が続いてい
る。特に昼間の乗客の減少が著しい。客の消費マイン
ドは、購入対象の商材によって大きな差があり、生活
費の倹約を感じる。

良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・首都圏の好況にけん引される形で都市部の景気が良
くなりつつある。

やや良く
なっている

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・設備案件が重なったことで、全体売上は前年並みを
確保できた。ただ、売上構成をみると、一般商材の売
上が約70％と低迷しており、３か月前と比べると弱含
みの状況にある。

変わらない 食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べると若干勢いが落ちてきているが、
前年よりはまだ良いため、全体的には変わらずといっ
た状況にある。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・ダンボール原紙の国内販売が低迷していることで、
当地区の工場で一部生産調整がなされており、本州地
区向けの輸送量が落ちこんでいる。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・建設業は、公共工事の発注が減少し一服感がある。
個人消費は、賃金に明確な改善がみられない一方で、
電気料金の値上げや日用品、食料品などの身近なもの
で値上がりがみられ、節約志向が強まっている。観光
関連では、外国人観光客の大幅増加により、ホテルや
旅館、菓子メーカーが好調である。

司法書士 取引先の様子 ・旅行関連や観光バスなどを主な業務とする取引先に
おいては、外国人観光客の増加により景気が上向きで
あり、設備投資なども活発に行っているが、不動産関
連は売買取引を始めとして全般的に消極的である。例
年であれば時期的にも上向きになるはずだが、今年は
低調なままである。

司法書士 取引先の様子 ・例年に比べて、土地の売買、建物の新築が少ないま
まである。

司法書士 取引先の様子 ・土地売買の低迷により、新築建物の建築数も伸び悩
んでいる。また、マンションの新築着工件数も少ない
ため、不動産取引の成約も芳しくないなど、全般的に
景気が停滞している状況にあり、以前と比較しても変
化がみられない。

やや悪く
なっている

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・基礎工事関連の労務者が相変わらず不足しているも
のの、仕上、設備工事関連の労務者が余剰状態にあ
る。建築工事の稼動量が全体的に落ち込んでいること
がうかがえる。

輸送業（支店
長）

競争相手の様子 ・同業者からも荷動きが良くないとの声が聞こえる。
荷主からは、同業各社が頻繁に営業に訪れ、暇なので
荷物が欲しいといった話をしていると聞いている。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度が替わって一服しているのか、新規案件の着手
が遅れている。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・５月以降、販売量が前年割れしており、日を追うご
とに前年割れの状態が厳しくなってきている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

企業
動向
関連

(北海道)

雇用
関連
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やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣の依頼と中途採用の求人が増えている。派遣に
ついては引き続きコールセンターからの依頼がおう盛
であるが、これに加えて事務系や販売系の依頼も順調
に増えている。求人については営業、経理、プログラ
マーの要望が多く、企業の業績がやや回復しているよ
うにみえる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・基幹産業の農業は生産性が良いこともあり、農業を
中心に派遣、パートの求人件数が増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・運輸系の求人が増えており、ここにきて人の集まり
も若干上向いてきている。生活関連サービスや清掃、
警備も求人意欲が高い。一方、派遣や紹介などはス
タッフの集まりの悪い状態が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数が64か月連続で前年を上回り、さら
に常用パートを含む常用求人の占める割合が74.2％と
前年より4.6％増加していることから、景気はやや良
くなっている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・有効求職者数が３か月連続して前年を下回っている
こともあり、有効求人倍率が３か月連続で前年を上回
るなど、高い水準を維持している。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・企業側の採用意欲は非常に高く、中小企業から学内
単独説明会の開催希望が多く寄せられている。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・前年と比べて求人広告の掲載件数が増えている。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員の求人件数が十分とはいえず、職種などにも
偏りがみられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加傾向が続いている。新規求人数は前年
を0.8％上回り、18か月連続で前年を上回っているほ
か、月間有効求人数は前年を4.9％上回り、27か月連
続で前年を上回っている。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上が前年を10％下回った。特に上位業
種の小売、飲食、加工製造で激減した。

悪く
なっている

－ － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

タクシー運転手 お客様の様子 ・客との会話からは不景気な話を聞かない。また、以
前と違って、客待ちをしてもすぐに客の乗車があり、
景気が良くなっていると実感している。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

来客数の動き ・販売額、受注件数共に前年同期に比べて20％以上伸
びている。また、経常利益は30％を超える伸びとなっ
ており、この好調はしばらく続くとみている。ただ
し、募集を出しても人材が採用できない状況であり、
人手不足を懸念している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・６月13日からプレミアム付商品券が販売されてい
る。そのうちの4,000円分は地元の中小店でのみ使用
できる券であるため、20日以降からは中心市街地、商
店街においてプレミアム付商品券を利用して買物をす
る客が増えている。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・プレミアム付商品券が発行されており、それを使用
して商品を購入する客が増えている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月に入り、宝飾時計、ブランド品などの高額商材
に動きが出てきているものの、苦戦が続いている婦人
服はまだ回復しきれていない。また、お中元に関して
は、ギフトセンターにおいて客１人当たりの配達件数
が増加傾向にあり、ここ２年間はマイナス傾向であっ
た客単価が上昇している。そのため、前々年の数字と
比較しても売上は増加している。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・消費活性化を目的としたプレミアム付商品券の販売
が終了している。商品券を使用しての購買に期待が持
てる状況であり、若干ではあるが景気に上向きの傾向
がみられている。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・全体的な来客数に変化はないものの、客単価は上向
いている。ただし、良質なグレードの商品の動きが良
くなっている一方、ボリューム商品の動きは鈍く、消
費の二極化がみられている。

(北海道)

家計
動向
関連

(東北)



61 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・６月１日からプレミアム付商品券が販売されてお
り、その効果が出ている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・６月からプレミアム付商品券の取扱いがスタートし
ている。販売量、業績共に前年を上回っており、消費
動向が上向きになっているようである。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・４月以降、来客数の前年比が２～３％改善されてい
る。梅雨入りが遅く天候に恵まれていることや、コン
ビニコーヒー、ドーナツなどのカウンター商材が健闘
していることが要因である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・３月と比較して、季節トレンドに関係なく来客数が
微増している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が増加しており、買上単価も上昇している。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・気温が安定しており、農業関係従事者を中心に来客
数が伸びている。また、比較的客単価の高い高齢者の
来客数が増加傾向にあり、店の売上増加に直結してい
る。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・法人では年度決算が過ぎて作業服などの動きが出て
きており、多少の景気回復の兆しがみえてきている。
特に大きなイベントが当県で行われた影響が大きい。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・過ごしやすい気候のためか、今月はエアコンの売上
が前年比80％と前年を下回っている。ただし、テレビ
は好調であり前年比120％と売上を伸ばしており、そ
の他の商品は前年並みであるものの、全体として高単
価な商品も売れている状況である。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税による反動減のあった前年同期と比較し
た場合、その反動により販売量の前年比は好調であ
る。

住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・来客数の増加は無いものの、客は気に入ったものが
あれば購入している。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・例年より早く気温が高くなったことで、特に生ビー
ルや清涼飲料水の販売量が伸びている。また、プレミ
アム付商品券が発売となり、わずかながらも消費者の
購買意欲が高まっている様がうかがえる。

その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・プレミアム付商品券での購買が増えている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・この時期はさくらんぼが当エリアの目玉となってお
り、毎年相当数の客が県外から来ている。いつもであ
れば、お昼は外食に出てくるものの夜はさっぱりで
あったが、今年はさくらんぼ狩りで宿泊している客
が、夜もホテルから外に出て外食をしている。これは
景気が良くなっている兆しではないか。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・個人客はもちろん、観光バスでの団体客もみられる
ようになってきている。入込数はあまり伸びていない
ものの、館内が明るくにぎやかになり、本来の姿に戻
りつつある。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・少しずつではあるものの個人客の客単価に改善がみ
られており、売上増にも貢献している。

都市型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・春先から初夏において比較的天候に恵まれており、
来客数が増加している。客の様子からも個人消費が活
発になっているように見受けられる。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・以前の一般宴会では、実際の人数が予約人数より大
幅に変更されて少なくなることが多かったが、５～６
月の一般宴会では逆に増加しており、その傾向は顕著
である。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・４月から実施されているデスティネーションキャン
ペーンの影響もあり、宿泊は連日ほぼ満室が続いてい
る。また、レストランも色々なキャンペーンに乗って
いる状態であり、売上、来客数共に前年を上回ってい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・今年度に入り、来客数の前年比は順調に推移してい
る。消費単価は例年並みであるものの、来客数の増加
に伴い販売量も増加しており、結果的に大きく売上を
伸ばしている。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・ここにきて企業の動きが活発になってきており、い
ろいろな旅行の需要が発生している。これは前年には
みられなかった傾向である。
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通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・中小企業の経営者が投資をする動きが出てきてい
る。また、新規事業の参入とブランディング戦略を手
がける動きもあり、勝負をかけている状況である。そ
の分従業員への還元はまだないが、将来に賭ける経営
者を見て従業員のモチベーションが高くなっており、
３か月前より景況感は上向いている。

観光名所（職
員）

単価の動き ・来客数は前年より若干落ち込んでいるものの、客単
価が上昇している。特に季節であるさくらんぼは、前
年と比較して購入価格帯が500円ほど上昇している。
客が来ないのは営業面での問題もあるため、身の回り
の景気としては良くなっているのではないか。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・少しではあるが客単価が上昇している。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・全体として、若干ではあるが来客数が伸びているも
のの、客単価がなかなか上昇してこない。つまり、消
費意欲が上昇していないのではないか。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・晴天に恵まれていることや催事の効果により来客数
は健闘している。しかし夕方～夜にかけて客足が引け
るのが早く、物販店では売上の増加にはなっていな
い。また、飲食店では来客数は増加しているが、客単
価の低下が続いている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・かつて経験したことが無いくらいに来客数が減少し
ている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・消費税増税による反動減のあった前年との比較のた
め、前月同様に今月の売上の前年比は高い数値となっ
ているが、実際は例年よりもややマイナスとなってい
る。ただし、今月は中旬まで好天が続いたことで衣料
品に動きがあり、好材料となっている。

一般小売店［書
籍］（経営者）

販売量の動き ・相変わらず地方の消費生活は厳しい状況であり、消
費の二極化、特に低単価志向、デフレ傾向に変化が無
い。一部では高価格商品が売れているという話もある
が、全体的な消費傾向は沈滞したままである。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・３か月前と比較して、徐々に良くなっている傾向に
変わりは無い。また、客の動きからも販売量などが好
調で良い状況である。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・高額商材の動きが鈍く売上が低迷しているものの、
低価格商材の販売量は好調である。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・単価の落ち込みや買上点数の減少傾向に大きな変化
は無い。ハウスカードのポイントアップセールや優待
割引などの機会でも、しっかり下見をしたうえで他店
と比較してから購入するケースがほとんどであり、こ
れまでのように気に入ったものをすぐに取り置きして
ポイントアップや優待会で購入する客は少なくなって
きている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・今年度に入り４～５月については消費がかなり上向
いていたが、売上、来客数の部分から判断すると、５
月後半～６月にかけて息切れ状態が続いている。

百貨店（買付担
当）

お客様の様子 ・地域に根付いた店舗であり普段使いの物を購入する
客が多い。ただし、客は相変わらず価格にシビアであ
り、まとめ買いが減少して単品購入の傾向が続いてい
る。

百貨店（経営
者）

お客様の様子 ・４月以降は相応の売上を確保していたが、今月に入
り婦人服を中心に売上は低迷しており動向が安定して
いない。また、客単価は維持しているものの、来客数
の減少が売上低迷の主な要因となっており、客の慎重
な買い方に変化がみられていない。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・既存店における来客数及び単価は共に前年並みであ
る。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・６月の平均単価は、前月同様に前年比５％増加で推
移しているが、買上点数は前年割れが続いている。し
かし、来客数は前年並みであるので、全体としてはや
や持ち直している感がある。ただし、売上の前年比推
移は地域格差と売場規模での格差があるため、全体と
しての景気の傾向に変化は無いように見受けられる。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・来客数、販売量共に前年を上回っている。ただし、
これは競合他社に対する商品価格強化販促策が奏功し
ているためであり、必ずしも景気が良くなってきてい
るからではない。
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スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・４～５月は前年の消費税増税後との比較のため売上
は大きく伸長した。しかし、６月の売上は前年比
103.8％であり、来客数は微増と落ち着いてきてい
る。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・コンビニコーヒーの恩恵により来客数は増加してい
る。しかし、買上点数、客単価共に低下しており、
トータルとして売上の増加にはつながっていない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が増加しないなかで買上単価も減少してお
り、売上が伸びていない状況である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の動きに変化が無い。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・暑い日が続いているため夏物衣料の販売量は順調で
あり、売上は前年比が５％ほど伸長している。しか
し、消費税増税前の前々年と比較すると売上は落ち込
んでいる。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・当店は洋服の修理も請け負うオーダー専門店であ
る。単価の低い商品が増えた影響もあるが、体に合わ
なくなった洋服は、お気に入りの服以外は大金をかけ
て修理をしてまで着ようとは思わないと言う客が増え
てきている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・来客数、買上客数は増えているが、お値ごろな低単
価商品中心の動きであり、高単価商品の動きが鈍い。
分かりやすい例として、前年まで５千円前後であった
父の日のプレゼント予算が、今年は３千円前後に減少
している。

衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・６月はボーナスが支給されているが、販売量、来店
客数共に変化は無い。この１年半は景気の回復が実感
できない状況である。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数、単価共に前年を下回っている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税の影響がまだ残っているのか、新車の販
売数が伸び悩んでいる。しかし、一方で中古車販売及
びサービス入庫は堅調である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・軽自動車税増税以降、受注量が少し落ち込んでい
る。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・土日の新規客の来客数が非常に減少している。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・田植えなど、地元農家の繁忙期は一段落したが、飲
食店に客足が戻ってきていない。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

競争相手の様子 ・周囲の取引先などからは、いまだに利益の薄い仕事
が多いが、やらなければお金が回らないからやってい
るという話を聞いており、厳しい状況に変化は無い。

その他専門店
［食品］（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べて販売量は増加傾向にあるが、これ
は例年のことであり上向きとは判断できない。客から
は、加工食品の値上げなどがあるため、今は様子をみ
ていると聞いている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・自動車用ガソリンは相次ぐ値上げのために需要が抑
え気味になってきているが、軽油の販売は好調であ
り、灯油の販売も前年並みの動きである。また、仕入
価格の値上げが続いているものの、価格転嫁がうまく
いっており収益は改善されている。ただし、当県の軽
油需要においては復興需要頼みであり、復興事業関係
が高い比率を占めている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・特に良くも悪くもない状況であり、変化は無い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・周囲の飲食店からは、ゴールデンウィーク以降は客
足が遠のいているという話を聞いている。一部にはま
ずまずといった店もあるようだが、全体的に飲食店は
足踏み状態である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比較して、販売量、来客数共に比較的良
い状態のまま横ばいで推移している。ただし、今月
は、良い時と悪い時の差が極端な印象である。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・消費税増税により売上が減少した前年と比較して、
売上、来客数共にやや回復傾向にある。しかし、法人
客の利用は前年並みである。

旅行代理店（店
長）

販売量の動き ・売上はほぼ前年並みで推移しており、大きな変化は
無い。
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旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・ＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）の影響も含めて、海
外旅行の販売量が極めて伸び悩んでいる。国内旅行の
宿泊需要でのカバーが追い付いていない。

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・物価の上昇があるため、景気の改善には至っていな
い。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客の購買意欲に特に変化は無い。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新聞広告や折込チラシなどでボーナスキャンペーン
を展開しているものの、新規客の加入状況に変化がみ
られない。また、新しく低価格のメニューを追加した
が、こちらも今一つであり動きが鈍い。毎月色々な企
画を展開してやっと新規加入者が横ばいとなる状況が
続いている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客からはコスト削減の話ばかりであり、建設業以外
からは良い話は聞こえてこない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・元々来客数の少ない月ではあるが、消費税増税の影
響を受けた前年同月を若干下回っている状況である。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・前年と比較して日曜日が１日少ないが、梅雨入りが
遅かった分天候に恵まれており、来客数は前年をわず
かに上回っている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数は前年比95％程度で推移している。４月は更
に落ち込んでいたが、５月には現在の数字に戻ってい
る。ただし、回復基調にあるとまでは言えない。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・あまり状況に変化が無い。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・最近､クーポン付きの情報誌を見て来店する客が増
えてきており、当店でも発行しているかとの問い合わ
せが多くきている。こうした工夫をしていかないと、
来客数は横ばい状態のままである。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・検査や調査など、設計や監理以外の仕事では忙しい
が、それを除けば仕事量は確実に減少している。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・住み替えをする顧客が多い住宅物件は受注の動きが
緩慢であり時間がかかっている。しかし、一般物件は
受注が好調であり、全体的には良い状況である。

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

来客数の動き ・住宅エコポイントの効果で、主に複合ガラスのリ
フォームなどの問い合せ件数が増加している。

やや悪く
なっている

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・６月は梅雨が遅くずっと良い天気が続いている。ど
の客も体の調子が良いのか、薬局への来客数は少なく
なっており、全体で前年比約10％の減少となってい
る。また、客であるタクシー運転手も、どういうわけ
か客が減っており、非常に困っている状況だとこぼし
ている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・広告の効果により新規の客が来店して、平年並みの
売上を維持している。しかし、従来の客が来店しなく
なったり、来店頻度が落ち込んだりなど、震災前の景
気の悪さを思い起こさせるような店頭事例も多くなっ
ている。また、従来から価格を維持している商品を
「高い」と言われることもあり、客の財布のひもが固
い印象である。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・来客数の減少傾向に歯止めがかからない。都市部で
の株高、円安、大企業の賃上げによる好影響は地方ま
で届いていないし、今後も届く見込みは薄い。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数や買上点数に大きな変化は無いものの、客単
価が落ち込んでおり、３か月前に比べて５ポイント、
前年比でも３ポイント減少している。また、たばこは
前年比10ポイントの減少であり、たばこ需要の落ち込
みが客単価低下の原因ではないかとみている。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・客の購買意欲は低単価商品への比率が高くなってお
り、ここにきて再びデフレの傾向がみられている。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・県内初出店の競合店が近場に出店しており、売上が
大きく減少している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・来客数が伸びず苦戦している。顧客に対しては案内
状などダイレクトメールを送付して来客数を保ってい
るが、チラシやＣＭで呼び込む新規客の来店は非常に
少ない。そのため、今月は来客数が減少しており非常
に厳しい状態が続いている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・クールビズ商品であるビジネスシャツやビジネスス
ラックスに関しても、買い控えが非常に多い。また、
顧客を含めて来客数が激減している。
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乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・地方では、収入が増えずに実質的には減少しつつあ
る。そのため、販売量及び販売件数を維持しつつも、
売上金額及び利益は減少している状況である。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・受注実績は前年比70％程度であり、７月以降の受注
残が減少傾向にある。また、新規の来客数も徐々に
減ってきており、先がみえない状況である。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・直近の販売量は前年比60％と３か月前と比較しても
落ち幅が大きい。また、商談数自体も少なく、購買意
欲の低下が著しい状態である。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・６月に入り、人の移動も落ち着いて家具などのイン
テリア購入の動きが鈍くなってきている。消費税増税
後の前年と比較しても、さほど変わらない状況であ
る。

住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・円安により仕入価格が大幅に上昇している。今頃に
なって値上げをしてくる業者が大変多く、様々な小物
商品の価格が上昇しており、販売に支障をきたしてい
る。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・企業が経費を削減しているのか、作業服関係の夏物
の動きが非常に良くない状態であり、追加注文も少な
い。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・これまでも前年割れの状況で推移していた販売量
が、今月に入って更に減少幅が大きくなっている。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・せっかく良くなりかけた天気もまた悪くなってきて
いる。来月以降に期待するしかないが、なぜか東京の
経済の拡大が地方には来ていない様子である。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・来客数は各店舗共に伸び悩んでいる。前月が良かっ
た分、今月は控えられた印象である。

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・市場に集まる同業者をみると、今月はかなり静かで
ある。来客数や予約数が少ない様子がうかがえる。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・プレミアム付宿泊券のスタートが各県で異なるた
め、いまだ開始されていない当県においては多少なり
とも影響があるのか、予約数、問い合わせ件数共に、
例年を下回っている状況である。

観光型旅館（ス
タッフ）

お客様の様子 ・客は価格やその内容に対して非常にシビアであり、
春頃と比べても余裕のある客が少なくなってきている
ように見受けられる。

タクシー運転手 単価の動き ・客待ちをしている駅が改装中である。そのため、客
の流れが全く逆方向になってしまい、営業に非常に支
障をきたしている。

タクシー運転手 来客数の動き ・とにかく客の数が少ない。また、客はできる限り目
的地に近づいてからタクシーに乗るようにしており、
節約している様子がうかがえる。

悪く
なっている

百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・来客数の減少が売上の減少に直結している。クロー
バーサイズの売場であるが、離れた客は同じ店内の別
の売場でレギュラーサイズを購入しており、売場とし
ての魅力の無さや、客が様々な買物の仕方を選択でき
る環境などの影響が大きいのではないか。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月は客の出足がかなり鈍い状況である。また、競
争相手も増えており、かなり悪い状況である。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・寒暖の差が激しく、他の小売業者も苦戦しているの
か例年に比べて早めにセールを実施している。そのた
め、セール待ちの雰囲気が強い状態である。

自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・整備工場での車検受注量が減少している。また、客
単価も落ち込んでいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・物販、レストラン共に前年同月の売上を上回ってい
る。特にレストランの売上が好調である。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・企業業績の向上より、ボーナスなどの個人所得の増
加が見込めるため、購買意欲が高まることに期待をし
ている。

土石製品製造販
売（従業員）

それ以外 ・社員の給与や賞与は上がってきている。少しずつ
ベースアップもしているので、景気が回復していくの
ではと期待している。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自動車関連の設備投資が活発化しており、セット品
の受注などの恩恵を受けている。

企業
動向
関連

(東北)
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輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・物量の微増傾向が続いている。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・取引先マーケティング事案の提案や入札案件が増加
傾向にある。

公認会計士 取引先の様子 ・建設関係は売上、利益共に前年を下回っているもの
の、ある程度の利益は確保している。また、小売業関
係は売上が消費税増税の影響から回復傾向にあり、利
益も増加しつつある。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・今年に入り、円安もあって非常に値上げが多い、ま
た、それに加えて消費税増税が非常に重く感じられて
おり、客は価格に非常に敏感になっている。同じ種類
の商品のなかでも安いものがよく売れるという傾向が
顕著にみられている。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・首都圏向けの清酒の出荷量が回復しており、ようや
く３か月ぶりに全体出荷量の前年比がプラスとなって
いる。しかし、地元向け、中でも飲食店向けの出荷は
不調に終わっている。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅建築の商談が増加傾向にある。また、取引先で
はボーナスの支給率を前年よりも引き上げる会社が多
いようである。

変わらない 農林水産業（従
業者）

それ以外 ・さくらんぼ観光果樹園では、来客数が例年より１～
２割ほど多く、まずまずの状況であったと聞いてい
る。

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・農作物、特に果樹の取引価格は低迷が続いている
が、米作に関わる緊急支援事業による助成金が入金と
なる。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・駅構内のリニューアル工事に伴い、出店していた店
舗が閉店中である。仮店舗での営業は厳しく、マイナ
ス分を他の店舗でカバーしきれていない状況である。

食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・前年の受注量をキープできれば上出来な状態であ
り、減少幅をどこまで抑えられるかに注力している。

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・店頭の売行きが芳しくない。

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・住宅の需要が弱く販売単価が低迷しているため、採
算性が悪くなっている。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・プレミアム付商品券の印刷で受注量は前年より伸び
ているが、それがなければ大幅に減少していた可能性
がある。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較して、受注量、販売高共に横ばいの
状況である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・直近の受注動向は、顧客によりばらつきはあるもの
の総じて低調であり、同様の推移で継続している。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・前月同様に受注が入っており、忙しい状況に変化は
無い。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量共に大きな変化は無いが、好調な状
態を維持している。また、シェアなど競合他社との関
係も今のところ変化は無い。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・市町村の建築に関する補助制度が始まっており、特
にリフォーム工事の引き合いが多く、順調に成約に
至っている。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較しても、大規模公共事業の出件状況
に大きな変化はみられていない。

建設業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・技術者及び労務者不足から消化体制が限界となって
いる。コスト的に厳しい案件には取り組めないため、
比較的適正な価格での受注が続いている。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・契約更新の際に、顧客が他社へ切替える案件が増加
傾向にある。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子に変化は無い。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・顧客のマインドは上向きであるが、アベノミクスの
恩恵を実感するにはもう少し時間がかかりそうであ
る。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・大学の広報関係は活発化しているが、笹かまぼこの
包装紙関連の動きが悪く、お土産品として売上が落ち
ているのではと心配している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・季節の狭間であり、商業施設では消費の動きがみら
れていない。
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その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

取引先の様子 ・出荷数は順調であるが、設備の老朽化などに伴い経
費もかかっている。

やや悪く
なっている

広告業協会（役
員）

それ以外 ・４～５月が悪かっただけに６月に期待をしていた
が、伸び悩んでおり、ボーナス商戦は静かに終わりそ
うである。折込広告や交通広告なども引き合いが少な
く、業種では百貨店、自動車販売関係、不動産などの
出稿が少ない状態である。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規学卒者向けの求人が増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・27年５月の新規求人数は依然として高水準で推移し
ており、新規求人倍率は1.7倍台と前月及び前年より
も上昇している。事業所からは、求人を出しても応募
者がいないなどの話が多数寄せられている。

民間職業紹介機
関（職員）

雇用形態の様子 ・非正規社員の求人が増加している。各企業は正社員
の求人を控えており、非正規社員に頼っているのが実
態である。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・現在、当社はグループ体制の再編成のために準備中
である。既存の別会社２社と統合しての組織強化の方
向で進めているが、現状としては３か月前と変わらな
い状態である。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・就職活動をしている大学４年生の動きに注目してい
る。大企業への応募傾向が強く、中小企業に対して応
募をしない状況に、現在の景気が反映されているよう
に見受けられる。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・派遣登録者が減少しており、求人とのミスマッチが
続いている。

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・例年と比較しても目新しいことがなく、状況に変化
が無い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・製造業においては正規社員採用の動きが活発であ
る。しかし、サービス業では非正規社員の採用形態が
多いように見受けられる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・製造業において新規進出や増床の動きがあるもの
の、それらの好影響はほとんどみられていない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は前月より増加したものの、前々月を
超えていない。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数は20か月連続で減少しており、有効求
職者数も２年前に比べて28％減少している。求人も高
止まりが続いており、医療、福祉を始め人手不足感が
継続している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・卸小売業以外のほとんどの業種で、新規求人数の前
年同月比が減少しており、正社員の占める割合も30％
を下回っている。また、有効求人数は６か月連続で減
少しているものの、有効求人倍率は引き続き1.2倍台
で推移している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・医療、福祉関係を除いたすべての業種において、新
規求人数の前年同月比が２か月連続で減少している。
また、業種によっては前年の大量求人の反動減なども
みられている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年同月と比較して、新規求職者数、有効求職者数
並びに新規求人数は微減しており、月間有効求人数は
微増している。また、有効求人倍率はこの１年の間
0.8台後半から1.0台前半で推移しており、雇用が落ち
着いているという状況は変わらない。そのため、求人
数の好調に比べて求職者数の動きが鈍くなっている状
態が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数、有効求人数共に、前年同月を下回って
いる。また、有効求人倍率も前月を下回ったものの、
前年同月よりは上昇している。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・本社が京阪地域にある企業の、地方にある支店対応
の求人オファーが激減している。地方創生の掛け声は
良いが、こと求人に関する限りは、中央との格差がま
すます広がっているように見受けられる。

雇用
関連

(東北)
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悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・地元の個人消費が伸びておらず、広告出稿も前年割
れが続いている。

　３．北関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・日が伸びたこともあり、人の活動時間が長くなり、
来客の動きは活発である。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・名刹のご開帳が終わり梅雨入りしたものの、観光客
の来客数は増えている。また、多少海外の客も目立っ
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・６月は雨天日が少なく、例年のように雨が降るたび
の下落はない。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・前年の４～５月は売上の落ち込みが大きかった。そ
の前年度との対比なので、なんとも言えないが、衣
料、住居用品、食品とすべての項目で、前年の売上、
客単価、来客数を超えている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・店をリニューアルオープンしたので、客数は増えた
ものの販売量が落ちている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・前年と比べ天候に恵まれてきている事もあり、客単
価が上昇し前年比103％である。新商品についての客
の反応も良い。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・このところは来客数が多い。以前はイベントをやっ
ても店頭に客は来なかったが、今月に入ってイベント
を行うと以前と比べかなりの人数の来客がある。即決
となることはないが、後日連絡を取っていけば、ぽつ
ぽつと決まっている。

住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・プレミアム付商品券の使用が始まり、消費者のマイ
ンドも単価上昇分より、若干上向いているように感じ
る。また、地方においても、賞与の見通しに明るい兆
しが見えてきたようである。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・わずかながら宴会の予約件数が増えてきている。予
算は最低限のものが多いが、中には高額な予算での宴
会もあり、少しずつ社交に回す金額が増えてきている
ようである。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・名刹のご開帳が終了し、しばらく静かだったが、中
旬以降だいぶ持ち直してきている。客数、客単価とも
良くなっており、全体的に上向いてきている。

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・地方創生事業として実施されている、ふるさと旅行
券の影響により売上が10％程度増加している。ただ
し、浅間山噴火の影響による風評被害で８％程度売上
がダウンしているため、差し引き２％程度の増加で、
やや良くなっている。

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・毎年この時期は停滞する傾向にあるが、今年に限っ
てはインターネットを中心に個人予約が伸びている。
インバウンドも変わらず好調を維持しており、必然的
に売上にも反映されている。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、販売量は増加している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・従来、雪目当てで訪日していた団体客の入込が、雪
解けしても好調である。円安、チャーター便の影響が
ある。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・七夕を前に商店街の飾り付けは済んだが、来街者の
様子は相変わらずで少しも盛り上がらない。梅雨明け
とともに、にぎわいが訪れることを期待している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・地方の店に行き、品物の動きを見てみると、店内の
棚の商品が毎月同じである。店主に話を聞くと、店に
客が来ないため、商品を追加したり、新商品を並べ替
える気にならないと言っている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・当地のプレミアム付商品券の購入申込ハガキは今月
末締切だが、現在申込が50％程度である。プレミアム
付商品券を割安に購入できる高齢者の反応がシビアで
ある。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・新学期の入学シーズンが終わり、これから売上が落
ちる時期だが、今年はクラブ活動、水着用品等が予想
以上に良いので、今のところは順調である。

家計
動向
関連

(北関東)
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一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・プレミアム付商品券の発行が全国的に行われている
と、一般消費者が、徐々に理解してきている。少しず
つ使用が始まっている。まだ十分ではないが、関係者
はさらにＰＲするので、七夕セールのころには多少上
向きになってくるのではないか、という話も聞こえて
くる。しかし、なかなか浸透しない。

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・季節商材の動きも鈍く、ボーナスの話題も出てこな
い。展示会などを仕掛けても、マンネリなのか消費者
の購買意欲を高めることは難しい。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・６月に入り天候が悪く、５月に動き始めたエアコ
ン、冷蔵庫等の、夏物の動きが止まっている。

一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・客は必要なもの以外は、まずほとんど買わない。お
いしいものが店頭に出ても、高いものは買わない。こ
の傾向がますます強くなっている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・お中元のギフト商戦が始まっているが、想定以上に
苦戦を強いられている。また、婦人衣料をはじめ各商
品群とも前年割れである。

百貨店（副店
長）

販売量の動き ・お中元がスタートしたが、動きはあまり良くない。
例年より客も少なく、盛り上がりに欠ける。母の日も
父の日もそうだが、客の腰が重く直前にならないと買
物に来ない状況が顕著である。インセンティブへの反
応も今一つである。最終的に帳尻が合えば良いが、消
費意欲減退の表れではないかと非常に心配である。

スーパー（統
括）

お客様の様子 ・買物における消費者の傾向は、少しランクが上の商
品、プレミアム商品を求める層が３割、これまでの生
活スタイルを維持しようとする層が３割、節約志向を
さらに推し進めようとする層が３割と、カラーがはっ
きりしてきているが、現時点で売上全体に大きな変化
はない。

スーパー（商品
部担当）

単価の動き ・ここ数か月は大きな変化もなく、既存店ベースの数
値も横ばいで推移している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・たばこの売上が前年比80％となり、客数の減少につ
ながっている。

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・売上、客数共に100％である。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・５月は非常に暑くかなり好調に推移していたが、６
月はやや気温が下がり天候も不順で、来客数、販売量
共に減少している。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・前年と比べても、客数はほとんど変わっていない。
今月は、周りの環境にも大きな変化はない。

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・天候不順であるが季節商材も前年同様の動きであ
る。パソコン関連の動きも同じく改善はされていな
い。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車、中古車の販売量はいまだに低迷したままであ
る。車検や一般整備でも、客の大部分は、とにかく安
い値段で仕上げて欲しいと言っている。地方ではまだ
まだ厳しい状況であることは間違いない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・軽自動車中心に販売台数が落ちている。販売利益は
かなり下がっているが、救いは車検を中心とした工場
の売上が目標値で推移していることである。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・２～３か月前から当社独自の販売システムで、毎月
１回ミニ展示会とミニ展示会用のチラシを何千枚か、
まいているが、チラシをまく枚数に対し、客の反応が
本当に薄い。客数が極端に減っている。２～３か月前
から始めているが、客数が増えないため、今のところ
良くない。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・雨の日の売上が悪い。客は必要なものしか買ってい
ないようである。

その他専門店
［燃料］（従業
員）

販売量の動き ・前年比で約１割程度、販売量が減少してきている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ここ何か月間か来客数が減少している。来客数を増
やすことは至難の業であり苦労している。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・客単価は上がらず、予算内で抑えるよう言われるた
め、消費税や材料費の高騰を考えると逆にマイナスで
ある。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・名刹のご開帳も終わり、景気はちょっと一段落して
いる。前年比より数字は落ちるとみている。また営業
の努力をしたい。
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都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・ビジネスホテルだが、３か月前と変わらない。３か
月前は春先のシーズンで、団体の客が比較的多かった
が、それは前年度と同様である。３か月後の現在の稼
働も前年度と変わっていない。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・来客数、申込状況をみても伸びていない。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・北陸新幹線延伸開業に伴い客は増加したが、新幹線
の影響も落ち着いた現在は平常に戻りつつあり、大き
な動きはない。前年同期の受注と比較してもあまり大
きな差はない。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・徐々にではあるが新規加入は、増えつつある一方
で、解約もなかなか減らない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・不動産販売は、地域差があるものの、販売戸数はい
まだ前年実績を下回る地域が散見される。

ゴルフ場（支配
人）

お客様の様子 ・梅雨空が続き、雨によるコンペの予約キャンセルが
多い。雨を嫌う年長者の予約が入らず、また、このエ
リアの客単価もなかなか上がらない。

ゴルフ場（総務
部長）

来客数の動き ・天候要因もあるが、来場者の予約状況が前年をやや
下回っている。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共に、ほとんど変化がみられな
い。

その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

来客数の動き ・３か月前と比べ、若干だが客数は上向いているが、
単価も売上も横ばいであり、変わらない。

その他サービス
［イベント企
画］（職員）

お客様の様子 ・客の動きをみても、大きな変化はうかがえない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・安い坪単価の土地は、引き合いがちらほらある。普
通の値段になると引き合いは、全くない。景気が良い
かどうか非常に判断を迷う。また、良さそうに見えて
いるが、貸店舗等については、まだ撤収もあり、空洞
化というか、空き家の多い店舗が増えているように感
じる。

やや悪く
なっている

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・ここにきて客数が減少している。それと比例し、売
上も低調気味である。特に衣料品部門が不振で、３か
月前と比べるとやや悪くなっている。

衣料品専門店
（販売担当）

お客様の様子 ・今月は公務員のボーナスが出る時期なので、いくら
か期待はしていたが、客が、普段来る客ではなく、買
物はしないで品物を見て歩くだけの、今まで見たこと
のない客が多い。残念ながら購買意欲は本当になく、
来客数も少ない。前月までとは違った雰囲気になって
きていて、先行きが危ういかなと受け取っている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・例年決算期後の４～５月は販売が落ち込み、６月か
ら回復する傾向だが、今年は盛り上がりに欠けてい
る。

乗用車販売店
（管理担当）

販売量の動き ・消費税増税の影響と中小企業では給与ベースアップ
及びボーナス増加はあまり見込めないため、消費者の
消費意欲は低迷している。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・販売量もそうだが、来店客や往来する車の交通量等
が少ないようである。客の動き、人の動きが少ない。

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・ゲリラ豪雨の多発で客数が減少している。５月に好
調であった夏物商材は、日中気温が上昇しても朝夕に
なると比較的過ごしやすい天候のため、６月に入り動
きが止まっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大型飲食店がオープンし、その影響を受け前月に比
し、売上、来客数共に１割以上の減少している。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・客の様子や、来客の動きもそうだが、６月に入り、
とても良くない状況である。地方紙では賃金の引上げ
のような記事も出ているが、一向にその気配がない。

タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・全体的に客の動きが悪く、前年同月比で１％の減少
である。

タクシー（役
員）

それ以外 ・乗務員の確保が全くできない。

美容室（経営
者）

単価の動き ・相変わらず、客の美容施術はカット及びヘアカラー
が中心で、単価が上がらない状況である。これからは
単価が上昇するように努力しないと経営も厳しくな
る。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・新規計画は少なく、実施設計がほとんどない状況が
続いている。
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設計事務所（所
長）

来客数の動き ・梅雨時期のせいもあり、客数が極端に少ない。３か
月前と比べ、かなり減少している。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・今月は新しい情報もないが、建設会社の営業担当も
来ない。現状、工事量は足りているということなのだ
ろうか。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・事業用の客がほとんどで、居住用がほぼゼロであ
る。当社の主力商品は居住用であるため、まだまだ景
気が良くなっているとは思えない。

悪く
なっている

一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・６月中の天候は、前半は暑く真夏のような暑さだっ
たが、入梅後から寒くなり、今日などもかなり涼しく
なっている。暖かだったり寒かったりであまり良くな
い。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・今月は全体的に不調な推移である。前年比で100％
以上を取れた商品群はテレビとスマートフォンのみ、
他の冷蔵庫、洗濯機は90％後半、前年が暑かった影響
からかエアコンは70％台まで落ち込んでいる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・30年以上タクシー運転手をしているが、今月は初め
て売上が40万円を切り、２割以上減である。とにかく
利用客の少なさに驚いている。街なかも、歩く人の姿
も見られないほどで、最悪の状態である。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・地方での経費圧縮の流れは変わらない。企業の広報
費削減による定期刊行物の休止等、厳しい業況に変わ
りはない。

良く
なっている

食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・富士山人気もあり、海外の来県者が順調に増加し、
前年の30％増となっている。また、工場見学者につい
ても国内観光客が増加しており、幅広い価格帯の商品
で前月に引き続き、売上が伸びている。

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・環境装置製品の開発、製造、レンタルを行っている
が、スプレー缶、エアゾール缶、ガス缶、ライター等
の処理装置に対して、各自治体より問い合わせが多く
なっている。

やや良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先の輸出増加により、やや良くなってい
る。

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず展示会での集客は難しいが、客単価が上
がってきている。売れる展示会と売れない展示会の差
が大きい。客も価格だけではなく、購入先の選択をし
てきている。

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・現政権のもと、順調に公共事業の発注が続いてい
る。発注額は早期発注の影響で前年比で、県が47％
増、市町村が11％増、合計で26％増と大変ありがたい
状況である。ただ10年以上続いた建設不況から、いま
だに脱却できない原因は、財務内容が改善できず､作
業員の高齢化が進み、賞与支給もないため若い人が入
社してこないからである。建設業はまだまだ問題を抱
えている。

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・建設業は、公共工事の受注が平準化しており、資金
繰りも安定している。観光業については、外国人及び
団体客が増加し、売上高が増加している。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・ようやくわずかながら景気が回復してきているよう
である。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い、商談件数、受注量ともに増加傾向であ
る。ただし、価格は抑えられており、収益的にはまだ
まだ厳しい状況が続いている。

変わらない 化学工業（経営
者）

取引先の様子 ・業績の好調な企業がある地域と無い地域での温度差
が、そのまま取引先の出荷量の増減差になって表れて
いる。相対的にみて大きな変化はない。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・数年ぶりの大量受注があり、一時的ではあるが多忙
である。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・特装車両のミキサー車は、フル生産が続いている。
大型船舶用コンプレッサーも引き続き好調である。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず企業間格差は激しいが、市内全体は落ち
込んだ状態で安定している。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の様子や競争相手、手数料、販売量等、ここ
１～２か月はあまり変わりがない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・最近の円安により、特に輸入貨物、コンテナ等の物
量が減っている。また、輸入食品などの価格上昇によ
り荷動きも落ち込んでいる状態である。

企業
動向
関連

(北関東)
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金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・製造業では海外、国内ともに大きな変化はなく、横
ばいの状況が続いている。非製造業は消費税増税後の
影響が薄らいでいるものの、個人消費に力強さはまだ
みえない。

金融業（役員） 受注価格や販売
価格の動き

・市場が狭くパイの奪い合いで、価格競争になってい
る。

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・当社管理物件の事務所ビルで、空調機器などの改修
工事が増えている。当社は工事に伴う管理上の立会業
務の依頼が増えている。当社が工事を受注することは
なく、その他の業務がやや減っているので、それを考
慮すると横ばいである。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・名刹のご開帳が終わり、街を歩く人は極端に減って
いる。前年の消費税増税時のような落ち込みだと話す
人もいる。チラシ出稿量は前年比102.1％だが、前年
実績は前々年比89.4％であるので、2.1％の増加は回
復を感じさせるほどには至っていない。前々年との比
較では91.2％である。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・建設分野は若干持ち直して、住宅関連なども良い。
飲食業や小売店の景況水準は並みであり、下請製造業
もほぼ良い。

社会保険労務士 取引先の様子 ・近隣の事業主の多くは景気は良くないと言ってい
る。サービス業ではパート、バイトが集まらない現象
が続いている。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（製造担当）

競争相手の様子 ・状況は依然として変わっていない。値上げをしてこ
なかった競争のつけが回り、ここにきて資金繰りが本
当に厳しくなって、倒産に追い込まれている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・全般的に受注量が減ってきており、数字は上がらな
い。注文ロットも小さくなってきている。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事の早期発注に期待していたが、大したこと
はなく、民間の動きも悪い。

悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・４月以降、毎月受注量が２～３割ずつ落ちている。
もう最盛期の半分くらいの仕事量しかない。同業者に
も聞いてみたが、理由は分からないが、やはり手が空
きすぎて困っているという話が出ている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・４～６月まで取引先からの電話システムの受注が在
庫調整により半減している。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・販促予算を削減、ストップするケースが３件ほどあ
る。このようなケースは前年同時期にはなく、消費の
落ち込みが深刻であり、特に物販業が厳しい。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・取引先の会社や現場から、ちょっとした発注依頼が
若干だがあるので、３か月前と比べると良い。

人材派遣会社
（管理担当）

雇用形態の様子 ・派遣業務を請負へシフトし、派遣社員から請負社員
へ雇用形態を変更した。派遣ではできない分析や改善
業務の提案をクライアントに行い、業績が上がってい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・引き続き名刹のご開帳、北陸新幹線延伸開業に伴う
観光需要に対する求人がある。観光客の増加により飲
食業、土産品製造に関する食品製造業からの求人申込
の動きは活発である。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・自動車関連等の製造関係は持ち直してきたようであ
る。電機、電子などについてはおそらく在庫調整かと
思うが、新機種等も含めて増産と見られる。ただ、衣
料、食品関係は原材料等の高騰などもあり、一進一退
の状態である。

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・当社は前年は忙しかったが、今年はあまり忙しくな
い。少し安定しているのか、あまり上下がない。

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・名刹のご開帳が終了した途端に、駅前の人もまばら
になっている。各企業との打ち合わせ時も、当県内は
どうなってしまうのだろうとの声ばかりである。

人材派遣会社
（支社長）

雇用形態の様子 ・紹介予定派遣等の引き合いは多いが、正社員ではな
く契約社員がほとんどである。求職者からは、紹介後
の待遇が派遣時とさほど変わらず、相談や交渉がやり
にくくなるだけだと、評価は低い。採用側の必死さは
わかるが、求職者側のニーズとずれており、その差が
接近する様子もなくこう着状態である。

求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・依然として、求人募集は人材派遣会社による福祉、
医療、製造業の派遣募集が多い。相変わらず正社員募
集は少ない。

雇用
関連

(北関東)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・全国的には景気回復傾向のようだが、求人数が伸び
悩んでいるため、変わらない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は、前年４月比で微増となり景気回復の兆し
がみられる。

学校［専門学
校］（副校長）

求職者数の動き ・毎月のことであるが、職種に偏りがある。求人職種
と求職者のミスマッチが続いている。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・広告予算の削減が目立っている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規の求人数及び求職者数は前年比で減少傾向であ
る。同じ割合で減少すれば有効求人倍率はそれほど低
下しないが、求人数の減少割合より求職者数の減少割
合が少なく、有効求人倍率にも反映され、直近では１
倍を下回り、0.99倍となっている。

悪く
なっている

－ － －

　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・従業員が非常に少なくて厳しいが、売上は先月より
も10～15％伸びている。忙しいなかで商売している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・来街者が増え、クレジットカードの取扱も伸びてい
る。株価が良いと当地域のクレジットカードの数字は
不思議と良くなる。また、ここ数年イベントの広告収
入が減っていたが、少しずつ回復していることも景気
の良さを実感する。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・ボーナス時期になり、エアコンの取替え工事等の問
い合わせが多くなってきている。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・６月後半に入って、エアコン、洗濯機などが動いて
いる。パッケージエアコンの動きも良いようである。

一般小売店［米
穀］（経営者）

お客様の様子 ・メディア等での株高の雰囲気もあり、何件かの新し
い客も来ている。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・客単価がやや上昇している。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・２店舗あるが、どちらも店頭の小売が順調であり、
来客数、売上、客単価共に上がっている。外商は物件
数が多くあるものの、著しく良いというわけではない
ので、やや良くなっている。

百貨店（広報担
当）

単価の動き ・来客数はやや減少しているものの買上単価が上昇
し、結果として前年並みの売上が維持できている。高
級時計と紳士服の動きが良く、富裕層の購買活動が活
発になっている。その一方、アパレルの中間の価格帯
が不調で、特に、婦人衣料の二極化が進んでいる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・株価上昇によるストックを持つ客を中心に販売量が
増えてきている。一部天候にも後押しされている感は
あるものの、比較的高額な生活家電や宝飾品の数量が
伸びてきている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・気温が高くなっており、ジュースなどの販売が伸び
ている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・年金月の買い方が前年の消費税増税後の６月と全く
違う。もう消費税と言う客はいない。普段節約してい
るので、年金月はその分良い品質の商品を求めてい
る。今月は前年をクリアしている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数が少しずつ増えてきている。また、実用的な
衣料が減少しているのに対し、個性的なカジュアル服
がよく売れている。今年の父の日の贈り物は２週間ほ
ど前から売れ始め、この２～３年のなかでは単価、数
量共に一番多かった。景気がやや良くなってきたよう
に感じている。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・今月は夏物カットソーや羽織り物の動きが良く、３
か月ぶりに前年比100％に乗せることができている。

家電量販店（統
括）

お客様の様子 ・５月は暑さの影響でエアコンを中心に夏物が好調
だったが、６月に入り、朝夕の涼しさの影響でエアコ
ンの伸びが鈍化している。とはいえ、会員向けダイレ
クトメール等による販売促進は、これまで以上に反応
が良い。

家計
動向
関連

(南関東)
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家電量販店（経
営企画担当）

お客様の様子 ・３か月前の３月の繁忙期と６月の端境期で比べると
単純に売上そのものは下回っているが、気温も高めで
季節商材の動きが早く、プレミアム付商品券の利用開
始、賃金のベースアップ等もあり、雰囲気は悪くな
い。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・普通トラックの売行きは今年の３月が前年より落ち
ただけで、あとは毎月、前年を上回っている。建築関
係についてはオリンピックや東日本大震災の復興で、
ダンプカー、ミキサー車、クレーン付きの需要が結構
高く、中古車についても高値で取引されているので建
設関連は良くなってきてやや良くなっている。

乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・６～７月はボーナス月でもあり、客の動向が活発に
なってきている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の話を聞いていると、景気が大分良くなってきた
ようである。競争相手の売上も前年を維持か、上回る
ようなケースが続いているとのことである。

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・客は以前よりもお金を気にせず注文している。ま
た、近隣の飲食店も以前よりにぎわっており、飲み歩
く人が増えている。

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・ホテルの稼働率が、過去の実績を上回ることが多
い。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・国内団体旅行の見積、予約依頼の件数が増えてい
る。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・果物狩りの申込が過去最高の伸びである。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・４月、５月と解約の件数が前年に比べ減少してい
る。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・低価格を全面に出したサービスプランの契約数が増
加しており、全体の目標数字達成に貢献している。

通信会社（管理
担当）

競争相手の様子 ・通信業界の奪い合いが鈍化しており、解約件数が前
年比で改善してきている。良い商品であれば獲得数が
伸ばせる状況にあり、前年と比べても好調である。

通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・案件情報が増加している。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・人材の確保が難しくなってきている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・今年の６月は梅雨入りしたにもかかわらず、旅客が
若干出ている。

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・当社の業務は行政の設計が６割である。民間の仕事
については営業面の徹底、ホームページの見直し等の
繰り返し、来客の電話対応など多方面に注意を図り計
画を練っている効果もあり、多少は良い方向に向かっ
ている。政治の動きが大きな原因かと思うが、行政面
での指名等が大変多い。建築業は動きが鈍く、単価的
にも高く、資材の高騰等が影響し、新築物件は大変少
なくなっており、改修等が多くなっている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・現在動いているプロジェクトが滞りなく進んでい
る。客からの情報でも特に問題はない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数が前年と比べて２割ほど増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・少し上向いているようだが、微妙である。

商店街（代表
者）

単価の動き ・最近は必要に迫られた商品しか買わず、必要に迫ら
れた商品であってもなるべく価格を抑えたいという傾
向がある。あちこちの店を見て歩き、納得いく商材
で、できるだけ単価を抑えた買物をしたいようであ
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近の天候はあまり芳しくない状態が続いている。
梅雨が早く終わって、天候だけでも良くなってもらい
たい。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・商店街では店舗改装など、前向きな投資がみられる
ようになったが、まだ客足は顕著には伸びておらず、
依然として厳しい。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・来客数が非常に少ない。耐久消費財を扱っているた
め、販売が難しくなっている。

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・近隣の競合店が改装工事で閉店している。
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一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・客として来店する人が非常に少なくなっている。残
念だが非常に低迷しており、どうしてなのか悩んでい
るところである。

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・一部発注はあったものの、行事中止等の影響で受注
数が増えていない。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・来客数、売上共に前年をクリアしている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

お客様の様子 ・今月も３日間の大きなお茶の売出しがあり、値段が
高くてもおいしいお茶を購入しようという個人客が多
くみられ売上も上向きになったが、企業のお茶の月間
売上額をみると、まだ上向きになりそうにもない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・高級ブランドの宝石関係は高額所得者層の株高によ
る購買が伸びているが、中間所得者層の客に関しては
天候の与件もあり、前年をやや割っている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・前年と比べてプラスマイナスゼロぐらいの販売量で
きている。今後についても中国、ギリシャ、イラク等
の中東の不安要因もあり、景気が安定して良くなると
いう兆しはまだまだみえない。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・単価、買上率共に変化はなく、客は目的買いで無駄
遣いをしない傾向にある。原材料の高騰や社会保障関
係が上がっていることから、消費にはシビアになって
いる。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・都市部での売上は上がっているが、インバウンドの
影響が大きい。地方店の勢いはまだ感じられない。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・前年の消費税増税の影響が残っているものの、足元
の消費は堅調に推移しつつある。アパレル関連、宝飾
品等の前年比での伸びは鈍化しているが、食料品は直
近２～３か月ではプラス２ポイント程度の伸びだった
ものの、今月は２けた近い伸びを示している。お中元
の早期受注が好調なことと、１人当たりの配送件数、
商品単価の上昇によるものであり、良い物、こだわり
のある物を贈る客が増加している。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・一部高額品の動きはあるものの、足元の消費は慎重
な動きが続いている。

百貨店（店長） 販売量の動き ・前月と大きな変化はないものの、中元商戦は少し出
遅れている。ボーナスやプレミアム付商品券を待って
いることが原因と思われ、消費者はあまり余裕がない
のではないかと考えている。

百貨店（副店
長）

お客様の様子 ・消費税増税後１年３か月が経過し、前年との比較で
も客の消費行動に大きな変化はみられない。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の買い方をみていると、広告初日の目玉商品や曜
日によるクーポン何倍、ポイント何倍といった時をう
まく使って買い回りをしている。

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・本来であれば売上的にはそれほど悪くないと思う
が、近隣に大型競合店が出店した影響もあり、やや悪
くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・点数が伸びていないため、点数かける単価が売上な
ので、あと一歩というところだが売上目標は未達のま
まである。安くしても特売を入れても、客は必要な物
以外は買わない。３か月前と変わらない傾向にあり、
売上目標の97～98％を行ったり来たりしている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・値上げの影響があるのか、数か月前より単価は上昇
しているものの、点数の落ち込みが見受けられる。安
い物には敏感に反応するが必要以上には買わない様子
で、販売量全体が増えていない。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・数か月前にフードコート等を拡大して、衣類品など
の住まいの品を若干狭めた改装を行った結果、来客数
は以前より伸びている。客の買い方は天候不順等もあ
り、住まいの品で一部厳しい商品はあるが、来客数が
上回っているため、辛うじて前年よりも売上の良い状
況が続いている。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・現在の円安、株高の状況が今後も続くようであれ
ば、更なる景気上昇が期待される。現在は販売量、買
上単価共に好調であるが、販売量に若干陰りがみえて
きている。

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・今月は気温の高かった先月に比べて気温の低い日が
多く、また、集客できる日曜日も前年より１日少ない
ため、売上は前年を割っている。
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スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・５月に続き夏物商材の売行きは好調であるが、価格
により動きが左右される。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数がやや鈍くなってきている。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・プレミアム商品の売上が順調に伸びており、セール
の値引き商品も客の支持を得ているが、それ以外の一
般商品の売上が低下している。客による店の使い分け
が進んでいるようである。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・天候に大変左右されるが、来客数全体としては前年
を少し割る98％ぐらいで推移している。６か月前から
当店の半径１キロ圏内に同じコンビニエンスストアが
３店舗できたこともあるので、健闘していると思う。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・天候不順もあるが、客の購買意欲はあまり高まって
いない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・大規模な販売促進を投入しているが、トレンドに大
きな改善はみられない。

コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・単価は向上しているものの来客数の減少が続いてお
り、景気が回復している実感はない。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・気温上昇とともに夏の実需期に入り、年金支給月で
もあり、来客数は伸びてきている。しかし、消費に対
する目は厳しく、客単価は下がっている。ボーナス後
の消費も計画的で、余分なものは買わない。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・景気の動きについては変わらない傾向にあるが、製
造元のメーカーで倒産があり、決して良くはない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売があまり
芳しくない。先月よりも３割減となっている。

乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・軽自動車税が上がった影響がまだ続いており、新車
の販売台数が前年割れである。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は決算前で期待感もあったが例年と変わら
ず、その時と変わらない状況が続いている。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・先月に比べ、販売量と来客数が落ち込んでいるよう
に感じられる。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・客の消費行動に大きな変化はないが、プレミアム付
商品券販売の反応は顕著に表れている。

高級レストラン
（副支配人）

来客数の動き ・２月にリニューアルオープンしているため、純粋な
景気判断はなかなか難しい。

高級レストラン
（仕入担当）

単価の動き ・料理、飲料の材料費が値上がりしており、販売単価
も上げたいところだが、それほどの勢いがまだない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ランチタイムの繁忙時間の人通りがやや少ないよう
である。急な降雨など時期的なものもあり、近場のビ
ル内の店舗に客が流れている。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・３か月前と比べて客の様子や単価等はあまり変わら
ず、沢山使うわけでもなくちょうどよいが、株価が２
万700円台になっても、あまり景気が上向いている感
じがしない。消費税、所得税、社会保険料等の税金の
圧迫がなければ、また随分と違ってくる。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・前年比でみて、既存店の３か月前の３月１～25日ま
での売上は103.9％、来客数101.4％であった。今月は
１～26日までの売上で100.6％、来客数97.8％という
結果である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・このところ週末、日曜日の夜の来客数が非常に伸び
ている。どこかへ買物に行ったり、街に出た帰りに飲
食をするような客が増えている。

一般レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・悪くはなっていないが、それほど良くなっているわ
けでもない。支払は多くなっているが、借金もなく
回っているからまだ良いが、いろいろと出費が出てき
たら何とも言い難い。最近、景気が良くなったという
が、さほど変わっていないような感じがする。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊は都内と同様に高稼働が続いており好調だが、
宴会やレストラン、その他部門については利用は増え
つつあるものの波があり、好調とは言えず、３か月前
と比べても販売量は変わっていないため、全体的に景
気が良くなっているという実感はない。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・来客数に変わりはなく、販売量もそれほど変化がな
い。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・案件が少ない。
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旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・法人の団体がもう少し良くなると思ったが、それほ
ど伸びていない。インバウンドについては順調に推移
しており売上はあることはあるが、利益面では厳し
い。個人についても今月は通常の売上になっているた
め、変わらない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・週末は深夜の利用客の動きがみられたが、相変わら
ず月を通して空車の隊列がすごい。高速道路利用客も
まばらである。

タクシー運転手 お客様の様子 ・個人タクシーで都心の大手会社につけることが多い
が、理由は分からないが株主総会の時期は毎年のよう
に夜の客が減る。今年は特に厳しい。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・６月はインターネット、電話の獲得が予算未達の見
込みである。テレビ獲得は堅調だが、大手通信会社の
光回線卸の影響による固定電話、携帯電話のセット販
売により、他社ユーザーが切り崩せていないのか調査
中である。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・先月と同様の状況である。加入者数は目標どおりに
推移しており、大きな変動はない。ただし、１月から
順調にきていた加入獲得数の伸びがやや鈍くなりつつ
ある。

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・契約コースに変化がみらず、高額コースの比率が変
わっていない。

通信会社（局
長）

競争相手の様子 ・加入獲得状況は比較的安定しており、他社への切替
による解約についても今のところ大きな変化がない。
今後、更に激化するＭＶＮＯ（仮想移動体通信事業
者）が客に浸透してくるタイミングで大きな波が来る
と予想され、その時に新たなハード、ソフトの両面で
の提案がなされると、消費者動向に大きな変化があ
る。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入時及びコース変更については、下位コース
を選択する傾向は相変わらずである。

通信会社（総務
担当）

単価の動き ・日常の買物の価格が一部上昇しているが、ガソリン
価格等、低価格基調のものもあるので、総体的には変
化はない。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・来場総数にあまり変化はないが、会員の来場比率が
上半期は66％と、前年に比べて比率が高くなっている
ため、若干収支に影響が出ているものの、大した変化
ではない。10月よりコース改修が開始されて来場制限
があるため、今年は例年以下の収支見込みである。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・ここのところ客の増減にあまり変化はみられず、む
しろ低下傾向にある。

パチンコ店（経
営者）

単価の動き ・朝のスタート時は以前よりも客が入るようになって
いる。ただし、低玉貸しといってあまりお金を使わな
いパチンコやスロットマシーンに客がついている。夜
のピークの時間帯はお金を使う一般的な４円パチン
コ、20円スロットが減少している。

その他サービス
［学習塾］（経
営者）

来客数の動き ・前年に比べて客からの問い合わせが微減している。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・例年よりやや遅れ気味だが、官庁の入札案件が公示
されてきた。相変わらず民間、特に、住宅関連の動き
は悪い。景気が上向く鍵はひとえに民需の活況にあ
る。上昇気流に乗れないまま、水平飛行が続いてい
る。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・４月から３か月経過したが、ようやく行政からも指
名が入り始めている。民間事業は相変わらず動きがな
く、今のところ停滞している。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・建築業界的には当面、横ばいではないか。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当社は住宅を主に扱う不動産デベロッパー業と総合
建設業だが、昨年４月の消費税増税後から全く販売量
が伸びない。オイルショック、バブル崩壊、リーマン
ショックなどの時よりもひどい状態が続いている。住
宅は消費者の所得が増えていないところに増税の影響
が直接出ている。一方、総合建設業では工事原価が高
騰しているにもかかわらず、公共工事の発注価格が低
いために、工事量は沢山あるが、利益が出ない状態が
続いている。
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住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・戸建て住宅は新規集客が前年比15％ほど下落してお
り、受注が厳しい。売上も受注残が増えていないた
め、芳しくない。賃貸住宅は前年並みを維持している
が、戸建ての低調分をカバーしきれていない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・６月はアパート事業が好調で契約が多数入ってい
る。客の動きが活発で、反響も沢山ある。建築前の青
田状態で契約が取り付けられる状況である。だだし、
戸建て分譲に関しては鈍い。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・住宅展示場への来場者は減少傾向が続いており、現
場見学会への動員も低調である。

やや悪く
なっている

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

販売量の動き ・天候不順の影響もあり、ギフトの販売量がかなり
減ってしまい、売上につながらない。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

販売量の動き ・当店の客は高齢者、年金受給者の割合が非常に高
く、最近の値上がりで買い控えや買えない状況のよう
で、販売量が減ってきている。古い靴をそのまま履い
ている様子がよくみられる。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・夏のセール開始時期が前年に比べて後ろにずれたこ
とにより、前年比５％程度売上が悪化している。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・衣料については今年久々にトレンドが出たのでその
アイテムは動くが、それ以外は大きな動きがない。特
に、ボリュームブランドや婦人洋品、婦人靴といった
平場が苦戦している。唯一、ラグジュアリーブランド
と化粧品は好調である。インバウンドが大きい。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・消費税増税に伴う駆け込み需要及び反動減の影響が
少ない2013年との比較では、３か月前と比べ、販売量
の動きが弱含みである。また、販売客数も同様の状況
となっている。

百貨店（計画管
理担当）

販売量の動き ・消費税増税後１年が経過し、景気回復を期待してい
たものの、婦人服が全く回復の兆しをみせず、厳しい
状況が続いている。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・中間層の客の購買意欲は依然として底を打っていな
い。また、ギリシャの影響が国内株価にも及ぼうとす
るなかで、これまで堅調であった富裕層の消費意欲に
も悪影響が出ないか懸念される。ただし、インバウン
ド需要についてはＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）の影
響で韓国旅行を避ける中国人来訪者が増えており、一
層好調である。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・前年に比べ、単価が約５％下がっている。ものがこ
れだけ値上げしているのに単価が下がるということ
は、客の買い控えが激しく、末端までお金が回ってい
ないということである。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・６月は前年比98％で推移しており、本部から当県の
平均も前年割れと聞いている。理由は不明だが、前年
に比べると雨量と平均気温が低下しているので、それ
が原因ではないか。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・ショッピングモールにテナントとして入っている店
舗もあるが、撤退した店舗が複数出てきているので、
景気はあまり良くない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客の動きがより悪くなっている。今月20日から行っ
ている顧客対象プレセールも反応が悪い。今までにな
く悪い状況である。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・日曜日の来客数はある程度あるが、販売実績には結
び付かず、売上的には伸び悩んでいる。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・先月は若干上向きに転じたと感じたが、今月は前年
を大きく割っている。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前は３月で人の流れや、様々な行事があり、
売上が良く、販売量も１番多いため、景気は良かっ
た。現在は３月と比べると売上が悪い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・世の中の景気、株価は上がっているかもしれない
が、決して良くなっているとは思えない。夜の街に人
がいなくなっている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・６月に入っても利用が減っている。また、空梅雨が
続いているため、非常に厳しい。深夜は特に動きが悪
い。

タクシー運転手 来客数の動き ・夜、特に、深夜の客がいない。
タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・タクシー事業の売上は天候に影響されるが、今年は
空梅雨のためか、前年に比べ売上が減少している。ま
た、天候を差し引いても街中の活気がないと感じる。
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通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・戸建住宅や分譲住宅に住んでいる人は、すでに当社
のサービスを理解しているため新規契約になりにくい
が、賃貸住宅に新規に入居した人の契約は伸びてい
る。客は他社のサービスと比べて、同じような機能で
低価格のサービスであれば、当社のサービスに切り替
えるが、支出を控える傾向にある。

ゴルフ場（従業
員）

それ以外 ・来客数が伸びていない。新聞やニュースで世の中の
動きをみても、景気が良いと感じるものがほとんどな
い。

その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の３月は期末ということもあり、売上が相
当伸長した。それから比べると盛り上がりに欠けてい
る。ただし、７月以降に登録されていく台数が相当出
ると思うので、景気は上向きに推移する。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

来客数の動き ・前年比からも客数の減少がみられ、３か月前と比較
しても大きく落ち込んでいる。原因は余計な物の買い
控え、購入頻度の減少である。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・４月以降、仕事量が大幅に減っている。全体的に景
気が良いようにいわれているが、末端にまで伝わって
いない。特に、建築、建設関係は依然として人手不足
のうえに仕事量が少ない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・先月と非常によく似た状況となっている。販売量は
目標の約85％とやや悪く、３か月前と比べてもやや悪
くなっている。イベントなどを行って集客増を狙って
いるが、なかなか成約に至らず苦戦している。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・建築需要の低下が感じられる。仕事量を確保できて
いる取引先もあるが、全体的に落ち込む傾向となって
いる。

悪く
なっている

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・値段の高低や休日前後に関係なく売れず、客の購入
量も異常に少ない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来店サイクルが段々と鈍っているような気がする。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・不要な情報が飛び交うばかりで本筋がみえず、仕事
を選ばないと徒労に終わり、選ぶとほとんどない。

良く
なっている

その他サービス
業［ソフト開
発］（従業員）

取引先の様子 ・引き合い案件が増えてきている。

やや良く
なっている

食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・来客数、客単価共に前年を上回ってきている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印、名刺印刷などの仕事をしている。取
引先の上場会社で組織変更と名称変更に伴い、印鑑と
ゴム印の特需があったが、３年に１回あるかないかの
ことである。変更する必要もないと思うが、景気が上
向きになっているからなのか分からないが、特需であ
る。印鑑だけで10万円くらいの金額となっている。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・建設業界自体は忙しくなっているが、中小零細には
まだ行き渡っていない感がある。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・順調に受注が続いており、次なる案件も打ち合わせ
や引き合いがある。他業種の企業もやや良くなってい
るようである。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気の向上に伴い新規客からの依頼が増え、耐震補
強など改修工事の発注が増えてきている。

金融業（統括） 取引先の様子 ・取引先の資金ニーズはまだそれほどではないが、経
営者のマインドが良くなっている。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・業種を問わず企業業績は好調で、増収増益が多い。
増配、復配に転ずる企業も多い。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子だが、売上が安定している。特に、小
売業は消費税増税の影響も和らいで売上が上がってい
る。建設業は若干人手不足ではあるものの、仕事が
あって増加傾向である。取引先の倒産件数が減少して
きているので、やや良い。

金融業（役員） 取引先の様子 ・ものづくり・商業・サービス革新補助金の影響から
か、工作機械メーカーの受注が順調である。全体的に
設備投資に対する意欲が高まっている。

税理士 取引先の様子 ・業種によるが、二極化している。事業や商売をして
いる人は業績が悪く、倒産したところや、親会社、得
意先から仕事を切られたところもある。そうした一方
で、不動産賃貸業、アパート経営者は、都内にある物
件だが入居者もあり、相変わらず盛況である。

企業
動向
関連

(南関東)
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経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・建設業や金属加工業でも受注量の増加などがみられ
る。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・先行きに不安要素はあるものの、取引先も活気づい
てきているようで、受注量も回復してきている。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・役所の予算も決まり、指定業者の受注が決まりだし
てきている。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・売上は前年より良いが、原材料高のため利益率が下
がっている。

繊維工業（従業
員）

競争相手の様子 ・円安が続いて原材料費が高騰しているが、値上げ分
を価格転嫁できないため、苦労している。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新しい見積依頼や新しい企画が少なくなってきてい
る。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年同時期と比較すると若干数字が上がっているも
のの、消滅した業務もあり、さほど変化がない。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・クライアントによっては大手メーカーの機材等を導
入する傾向があるため、受注率が減少してきている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注、売上共に一応順調だが、やや良くなってきて
いるのかどうかはもう少し様子をみないと判断しかね
る。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・見積件数は多いが、価格的に合わない。安くても受
けざるを得ないのが現状である。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客からの受注量は増えても減ってもいないが、３か
月先の生産見通し量は少なくなっており、先になると
受注量が下がる傾向にある。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・数字が多少良くなっていても単価が良くないので駄
目である。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・過去12年間の売上をみると、今月は可もなく不可も
ない平均的な売上である。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注や引き合いは比較的明るい方向になってきてる
いるが、実際の契約段階でこぼれるものが非常に多
く、まだ景気が上向くような感じにはなっていない。

精密機械器具製
造業（経営者）

それ以外 ・前年11月より始まったことだが、大企業の支払条件
変更や外注の集約等でトンネル会社に支払わせるよう
なことが数社出てきており、大企業のキャッシュフ
ローが悪くなってきていると感じている。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・先月は得意先の雰囲気はあまり芳しくなかった。夏
物のハンドバックが低調で、時期的な問題も多少含ん
でいるが、かといってそれほど大きく変わったという
わけではないので、例年並みである。

建設業（経理担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量は確保されているが、受注価格が希望額にな
かなか達しない。発注者側の予算がまだ厳しい。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年よりは良いが、一部の客の動きが鈍く、景気自
体は平行線である。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・主要な荷主の出荷状況は依然として低迷している。
荷主は輸出製品の生産でフル稼働している。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・スポット便は件数、物量共に減少しているが、販売
促進関連の物量は増加傾向である。全体では前年と比
べて大きな変化はみられない。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・駅から徒歩６分の木造２階建ての物件で、１Ｒ、１
Ｋ、１ＬＤＫの９戸のうちいまだに２戸が申込に至っ
ていない。賃料は１ＬＤＫのみ13万から11.9万へ値下
げしたが広告料100％はそのままである。また、駅か
ら徒歩10分の新築ＲＣ８階建てマンション45戸の物件
は５月に完成し、賃料75,000～77,000円、管理費
10,000円、礼金敷金なし、広告料200％で、まだ１戸
しか申込がない。

不動産業（経営
者）

それ以外 ・テナントの入居率は変わらない。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・オフィステナントの入居状況は相変わらず好調で、
ほぼ満室となっている。ただし、一部のテナントから
は、業績が思わしくなく賃料の減額要請が出るなど、
業界、業種によっては財務状況が厳しい会社もある。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・今月も前月と同様で前年同月にあった仕事が今年度
から消えたが、それを補うオーダーがない。
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広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・取引先の自動車販売会社において、新型車発売に伴
う宣伝予算が若干増えてきている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ半年くらいは月末の締めでぎりぎり赤字を回避
できていたが、ここにきて赤字に転じてしまってい
る。コンペ、中型、大型の相談依頼件数が減っている
ことが大きな原因である。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社がまだ見受けられる。
税理士 取引先の様子 ・ギリシャの影響で株価が下がり、景気についても深

刻である。
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・駅前の中華レストラン店主の話では、「昼食時の来
客数がやや減少しており、これは人手不足によるもの
と考えている。客が来店し、注文を取って調理して提
供するまでの時間が以前に比べて長くなっている。明
らかにパートなどの手が足りないためで、簡単に解決
しそうもない。」とのことである。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量もそれほど変わっていない。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

取引先の様子 ・好調と言われている大企業でも、広告費や撮影費な
どは削っている。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

それ以外 ・知人や飲食店では新聞で言っているような良くなっ
ている印象はないと皆が話している。また、当業界で
も単価が上がっているとの情報はない。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

取引先の様子 ・取引先の販売促進費の削減で、折込チラシの回数や
部数を少なくする動きが多くなっている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・取引のある印刷会社が清算したため、当社で引き継
ぐことになった。前の価格に合わせることで合意はし
たものの価格が低く、採算が合わない。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・大手企業は業績アップで活況のようだが、当社の周
辺では消費税増税の影響がタイムラグを経て今まさに
底状態で、前年同期に比べ３割ほど受注が減って深刻
な事態に陥ってる。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取扱量が低迷し続けており、好天する兆しがみえな
い。現況の打開策、対応に大変苦慮している。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・先月よりは改善している。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・マンションのインターネット環境整備の受注量は、
前月とほぼ変わらない。

悪く
なっている

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・輸出関連企業は為替の影響を非常に受け、大きく利
益を出しているようである。輸入関連企業は全く逆の
現象が起きているので判断に苦しむが、全体としては
あまり良い動きになっていないようである。

良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求人数に対し、求職者が不足している。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・今まで派遣活用を凍結していた企業からも、業務繁
忙を背景に導入するケースが増えてきている。派遣ス
タッフの交代要員というより、新たなポジションで採
用するケースが増えてきている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・新卒採用については８月の選考開始に向け、中堅企
業から内々定出しが始まっている。大手企業が選考を
スタートすると内定辞退者が多く発生する。学生、企
業共に就職戦線は長期化し、その対策に予算をかける
必要がある。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・今まで求人をストップしていた企業が徐々に動いて
きており、アルバイトも社員も両方採用したいという
ところが増えている。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求人数の動き ・中途採用で入社する社員が、社内及び周辺企業で増
えてきている。また、良い人材がなかなか採用できな
いというような話もしばしば耳にすることがある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・先月同様、建設、医療、介護を中心に人手不足を訴
える事業主が多い。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・企業によってそれぞれの状況は異なるが、概して安
定した需要が見込めることから、生産体制の確保のた
め、広い職種で求人があり、明るさを感じる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・自動車業界では期間工の募集があるが、それ以外の
業種ではほとんど求人がない。

雇用
関連

(南関東)
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人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前と同様に求人数は減少することなく堅調に
推移している。また、人材不足で採用が厳しくなって
いるからか、普段はハローワークで募集しているよう
な企業からも、人材紹介のオーダーが入ってきてい
る。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・賃金水準に変化がないため、変わらない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・受注数は堅調だが、派遣の成約数が伸び悩んでい
る。オーダーとのミスマッチが目立っている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・求人数は横ばいであるが、求職者が減少している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比で増加の状況が続いている
ものの、増加率は1.2％とわずかであり、景気の変動
に関連の薄い医療福祉関係等の求人増の影響によるも
のとなっている。また、前年比で増加を続けてきた正
社員求人数は減少に転じている。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・管内の求人数は前年同月比でマイナスである一方、
就職件数は前年同月比でほぼ横ばいであることから、
変わらない。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人依頼は業界に偏りなく前年比で伸びている。

学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・特に変化を感じない。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今月は倒産が４社、廃業が１社、新規の獲得が29社
である。３か月前の数量的な予定が大幅に狂ってしま
い、本来なら相当の伸びがあったところ、既存ユー
ザーも新規の注文の規模自体も縮小気味で、相当悪
い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月の新規求人数が前年同月比9.5％減と４年ぶり
に高い減少率となっている。

悪く
なっている

○ ○ ○

　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・駅に近いので、出張のついでや会議の最中に少し立
ち寄る客が多い。昼間は来客数が多く、購買意欲も高
い。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・客層の所得水準にかかわらず好調で、消費の裾野が
広がっているように感じる。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・固定客の売上が堅調なうえ、インバウンドによる底
上げがある。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が増えている。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊客は、秋以降の予約が入りつつあり、予約時期
が早くなってきている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客からの注文が増えている。更に、客単価も上がっ
ている。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・お中元商戦の出足が良好である。

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・セール品の動きは鈍くなっていると感じるが、特選
ブランドや時計、定価品の動きは好調である。インバ
ウンドによる効果で、売上が増加している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・パートで働く主婦が増え、スーパーの買物も増えて
いる。近場の日帰り旅行も増え、景気には薄日が差し
ている。しかし、地元工場等の通勤者の退社時間が早
くなっており、残業が減っている。大企業は良くなっ
ているが、中小企業ではまだまだ苦戦しているところ
が多く、給料も増えていない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・前月は近隣スーパーの改装オープンで客足が落ちた
が、すぐに回復し、来客数は前年を上回っている。

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・店頭に梅が出始め、梅酒づくりに必要な材料の販売
で売上を伸ばしている。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・梅雨に入ったが本格的な雨降りの日は少なく、来客
数は増えている。

コンビニ（企画
担当）

競争相手の様子 ・観光客の利用が増加している。

家計
動向
関連

(東海)
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コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・積極的にキャンペーンを実施し、客単価、来客数の
確保を図っており、売上は前年比で改善傾向にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・売上は前年同月を上回っている。購買意欲が回復傾
向にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・客が価値を認める商品であれば売れる傾向が、徐々
に表れている。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・来客数、客単価は、４～５月に比べて、前年比の伸
びが鈍化している。しかし３か月前に比べれば良い。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・ここしばらくは、非常に良いとまではいかないが、
良い方向にある。今月もアクセスや問い合わせ件数は
多く、販売数も比例しているため、全体的に良い。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・持家住宅の需要は持ち直してきている。民間、公共
工事ともに増えており、リフォームや大規模改修工事
も増加している。

観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・３か月前は、前年の消費税増税の影響もあって、前
年同期比ではかなりの減収であったので、それに比べ
れば、良い状況である。今月は月末に大型の宴会が入
り、前年同月には達しないが、予算は超える見込みで
ある。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・４月に比べると、５～６月は売上が少し良くなって
いる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・大都市部のホテルは、インバウンドで軒並み満室状
態が続いている。特に中国人の訪日旅行が倍増してお
り、連日、宿泊客の３割が外国人という状態である。
宿泊単価も日本人の宿泊よりも高い料金で泊まってい
るようで、宿泊施設はかなり収益が上がっている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・新規加入数は、３月以降、比較的好調である。解約
者数も少なくなってきている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売量も徐々に増えつつあり、企業では設備の高効
率化に向けた装置更改の投資が進みつつある。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・今月の入場者数は、現時点で、予算比・前年比共に
クリアしており順調である。売上が予算を下回ってい
るので、景気の状況としては相変わらずだが、３か月
前と比べると良くなっている。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

競争相手の様子 ・制度の変化に伴って、サービス充実のため、居宅介
護事業や移動支援事業等の事業拡大に動いている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・客単価が低い状況が続いており、販売量や売上高の
増加につながらない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・この１～２か月は、客に購買意欲が見受けられる
が、それが販売量の増加につながらない。また、購買
単価も依然として低い。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・低単価商品が購入される傾向は変わらないが、低単
価商品の販売が伸びてきているので、売上は横ばいに
なっている。ただし、包装材料費等が増えているた
め、利益率は良くない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・消費者には節約志向が引き続き強い。

一般小売店［書
店］（経営者）

お客様の様子 ・客の様子からは、株価の動向と消費は特に関係はな
く、株価は上がっているが、今までと変わらないよう
に強く感じる。

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・客は、必要な品物はそれなりの予算で購入するが、
衝動買いはしない。最近は葬儀でも家族葬が多く、花
に金をかける客が減っている。財布のひもは依然とし
て固い。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・月曜日から木曜日は、飲食店へ客足が引き続きが悪
い。

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・世間の景気は、３か月前と比べると多少上向いてい
るようだが、当地域の景気は、引き続き落ち込み、浮
上のきっかけが一向につかめない。ただし、天候が安
定しているので、来客数が多少は増えている。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・遷宮が終わった後の観光客数の停滞が続いている。
金沢や長崎等に関心が集まっているようである。来年
の伊勢志摩サミットが決まり、知名度アップに期待し
ている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・お中元の早期受注数は、前年並みとなっている。特
に明るい材料もなく、しばらくは現在の状態が続く。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・化粧品や雑貨等、品目によっては前年比１割以上の
販売増加もあるが、全体としては販売不調が続いてい
る。
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百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・４～５月には前年並みに回復した来客数が、今月は
マイナスに転じている。前々年同月も下回っており、
来客数が下げ止まらない。周辺の商業施設でも厳しい
傾向が強まっており、商圏全体として集客に苦戦が続
いている。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・高額品の動きは好調を維持しているが、中間価格帯
は不振が続いている。お中元商品の売上も、購入点
数、単価共に低迷している。中間所得層には、生活様
式や儀礼を簡素化し、購買は必要最小限にして貯蓄を
するという指向が感じられる。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・ボーナスでの購入が多く、高単価商品の動きが好調
である。また低単価商品のまとめ買いもみられ、自分
のために金を使う購買意欲の高い客が多い。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合店が改装し売場面積を増床したが、当店の売上
は、前年同期を上回る状況が続いている。景気は足踏
み状態であり、前年を大きく上回るには、かなりの仕
掛けがないと難しいと感じる。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・価格訴求型よりも品質重視型の商品が支持されつつ
ある。最近出店した競合店も、少し良質な品物を扱う
店である。競合店の影響があっても、売上は横ばいを
維持している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価は上がっているが、単品単価の上昇によるも
のであり、買上点数が増えているわけではない。点数
が若干減少する傾向の中、何とか売上を維持している
状況である。

スーパー（店
員）

単価の動き ・単価の低い商品が非常に好まれている。安い物を少
し購入する傾向が続いている。

スーパー（販売
促進担当）

単価の動き ・販売単価は、前年同期比で94％と、相変わらず良く
なる傾向にはない。

スーパー（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数はやや減少している。特に、父の日等のハレ
の日や季節催事の売上拡大のチャンス時に、小売店の
競争激化が影響して来客数が減少し、売上も厳しくな
るという状況である。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・６月は例年に比べて蒸し暑い日が少なく気温が低い
ので、飲料、アイスクリームやビール類の販売が低調
である。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・目的のない来店客でも、来店すればそれなりに買っ
てくれる。その日の来客数で売上が大きく変わるとい
う傾向が、ますます強くなっている。

衣料品専門店
［紳士服洋品］
（売場担当）

競争相手の様子 ・４～５月には、消費税増税後の影響を感じなくな
り、景気も回復傾向かと思われたが、今月に入って、
他店と同様に売上が急激に落ち込んでいる。父の日の
効果も少なく、特にアパレル関連は苦戦している。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・販売量は例年と変わりない。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・パソコンやテレビの売上台数が減少しているが、洗
濯機や冷蔵庫は、売上も好調で販売単価も高い。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・株価上昇の恩恵を受けている投資家等は別として、
年金生活者や一般の消費者は、物価上昇等で負担が増
え、金額に対してよりシビアになっていると感じる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量には伸びている印象はなく、変化はないと感
じる。どちらかと言えば、思っていたより低めという
印象が強い。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・ボーナス時期であるが、来客数は前年から大幅な落
ち込みが続いている。自動車税等の増税前と比べて
も、落ち込みが大きい。個人客だけでなく、法人客で
も買い控えが始まっている。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・客等の周囲の人からは、景気が良くなったという話
は聞こえてこない。

その他専門店
［書籍］（店
員）

来客数の動き ・例年は売上が落ち込む時期だが、最近本を特集する
マスコミ報道等も多いため問い合わせも多く、売上を
下支えする要因となっている。

その他専門店
［貴金属］（営
業担当）

販売量の動き ・今月は、単価の高い商品があまり売れず、特に前半
より後半にかけて、販売数が少なくなっている。

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

販売量の動き ・売上高は前年同月比0.4％のマイナス、来客数は同
じく1.7％のプラスとなっている。
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高級レストラン
（役員）

来客数の動き ・例年客足が低調に推移する時期であるが、予約客、
フリー客共に、ほぼ前年並みで推移している。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の話を聞くと、ボーナスを何に使うか具体的に決
まっておらず、消費を控えている様子である。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・財布のひもは依然として固く、客足が伸びない。

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・大企業の好業績ばかりが報道されて、景気が良い印
象を受けるが、いまだにその波に乗り切れていないの
が実情である。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・夏休みの家族旅行の予約は、出足は絶好調で、ここ
にきて新規予約が足踏み状態となっている。早くも９
月の大型連休や秋以降の予約や問い合わせも入ってお
り、夏の予約の第２弾に期待している。

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・基本的な景気の状況は変わっていない。円安で潤っ
た会社でも、徐々に原材料値上がりの影響を受けるの
で、経済活動は慎重になっている。大手自動車メー
カーでは、地元での消費を社員に促しているため、タ
クシー利用が極端に短距離となっているそうである。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・ＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）の影響で、韓国への
渡航者の取消しが今月も続いており、その部分の回復
ができない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は株主総会等もあり、夜の繁華街も調子が良い
日はあったが、１か月を通してみると、売上は前月、
前々月からほぼ横ばいである。

タクシー運転手 来客数の動き ・夜の飲食店街は静かで、人出が少ない。半年前、前
年と比べて乗車客数は減っているが、乗車１回あたり
の単価が上昇し、前年並みの売上を維持している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・４～５月と客には動きがあったが、今月は落ち着い
てきて、安価な商品に流れている。

通信会社（サー
ビス担当）

お客様の様子 ・携帯電話会社のかけ放題サービスに乗換えて、自宅
の固定電話を解約する客が増えている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・前月は前年よりも来客数が多かったが、今月は、前
年同期を下回る日もある。夏休み前と言うこともあ
り、平均的には前年と変わらない動きである。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数の微減が続く状況で、あまり変化はない。

その他レジャー
施設［劇場］
（職員）

お客様の様子 ・夏休み期間のイベントの前売り券は、例年よりも販
売数の伸びない状況が続いている。

美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・例年と同様であるが、日差しが強くなる時期にな
り、紫外線対策商品が多く出ている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量はあまり変化がなく、横ばい状態である。

その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（経営者）

お客様の様子 ・家の売却査定に来る客が多い。

やや悪く
なっている

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・お中元商品の早期受注は、今一つ数字が伸びない。
客の様子では、自分や家族に対する消費はするが、友
人へのプレゼントや企業での付き合いの贈答品等、他
人に対する消費が少なくなっている。

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

単価の動き ・商品の値上げが頻繁にある。仕様変更による実質値
上げの商品もあり、対応に時間を取られる。商品内容
が以前と違う場合は、購入をやめる場合もある。

一般小売店［食
品］（経営者）

お客様の様子 ・円安による輸入原材料の価格上昇は、物価上昇を更
に加速させている。当店でも止むを得ず値上げを実施
し、その結果、客の購買意欲が低下するという状態に
なっている。この状態からは、すぐには抜け出せそう
にない。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・前年並みの実績の確保に必死である。前年は行って
いないイベントを実施する等、厳しい状況である。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・予想を上回るペースで来客数が減少している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・厳しい状況であるが、喫茶店や小売店では、プレミ
アム付商品券の効果で、若干売上が良いようである。

スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・品質の高い商品を取扱う店舗では、客単価、来客数
が３か月前に比べて停滞している。安保法制等、政治
の動きが不明瞭で、消費者心理にも影響している。
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家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・食品等も含めて値上がりする商品が目白押しで、客
の反応も厳しい。値上げの動きは客足に影響し、物流
の停滞等の問題にも波及している。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新車の販売台数が回復しない。新型車種が出ないと
いう状況もあるが、来店客は少ない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・４～５月に比べると今月は多少は良くなっている
が、３か月前に比べると、まだまだ動きは悪い。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売先の構成が大口の法人需要に大きく偏ってお
り、各店舗での個人客の動きが悪い。店舗は個人客の
購買意欲に大きく左右されるため、店頭にも活気が生
まれない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前月に引き続き車両販売が大幅に落ち込んでおり、
前年同期比80％前後で推移している。販売増加を見込
める要素がない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・東京オリンピックは、開催決定までは良かったが、
その後に様々な問題が起きている。暗いニュースが出
ると、景気が悪くなる。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・全販売拠点で、平均７割の予算達成率となってい
る。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・４月からゴールデンウィークまでは集客があった
が、ゴールデンウィーク明けから今月にかけては、平
日の客数がかなり厳しい状況となっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・前年３月は消費税増税前ということで、２月から駆
け込み需要もあり、４～５月まではその余韻があっ
た。今は反動減が続いており、来客数前年比10～15％
程度減っている。３か月前に比べても、更に弱くなっ
ている状況である。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・先行して予約が入る状況が悪くなっている。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・円安の影響で値上がりする商品が相次ぎ、家計を直
撃している。夏の家族旅行も、例年より受注が低調
で、財布のひもは固いと感じる。

パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数の動きが、やや悪くなっている。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・気候的には客が増える時期になっても、あまり客足
が伸びない。

美容室（経営
者）

単価の動き ・来店は必要最低限の時のみという客が多い。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・客からは、景気が良くなる話を聞かない。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・競争相手でも、広告を出しても集客に結び付かない
ようである。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客からの新規の問い合わせが減ってきている。

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

単価の動き ・受注が確保できても、売上高は前年の90％にとど
まっている。内容の良い仕事は少なく、件数で補うし
かなく、前年実績には及ばない。天候の影響もあって
厳しい。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月の売上件数、売上高共に、過去最低を記録して
いる。得意先が減っていることを考慮しても、非常に
厳しい結果であり、景気の悪さを実感する。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・６月に入って、前年同月比の来客数が随分落ちてい
る。工事関係の立ち寄り客が少なくなったり、近くに
ある工場の従業員が、あまり来店しなくなった。

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・リピーターの訪れる頻度が、非常に少なくなってい
る。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・店主も客も高齢化し、病気になったりデイサービス
に行く時間が増える。新規の客が増えるわけではない
ため、じりじりと業況は悪くなってきている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・当市は、政令指定都市でありながら人口が70万人を
割るという最悪の事態になっている。若年層の地域外
への流出が続き、経済状況はかなり悪い。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず、客からは景気の良い話は聞かない。近
隣にも千円調髪の店ができて、大変である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・高付加価値商品への需要が高まっている。

企業
動向
関連

(東海)
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化学工業（人事
担当）

それ以外 ・大手スーパーの客足はそれほど伸びていないが、国
内企業では総じて業績が上向きで、以前に感じていた
ような不透明感も、足元ではなくなりつつある。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・中小企業でも業務効率化の投資を前向きに行ってい
るようで、商談機会が順調に増えている。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の設備投資が半年間続いている。今月も同様
で、設備投資の実施により、当社製品が出荷されてい
る。

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

取引先の様子 ・設備の会社、機械メーカーに話によると、プレス機
等の工作機械の受注が多いようである。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・取引先の大型小売店舗では、客単価が持ち直してお
り、個人消費が徐々に改善している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・マンション需要により、駅まで徒歩圏内を中心に、
地価は引き続き上昇傾向にある。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

受注量や販売量
の動き

・開発案件の見積依頼が前年同期より増加している。
しばらく依頼のなかった取引先からも、依頼が入って
いる。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

取引先の様子 ・受注量、販売量共に、取引先の様子にはここ２～３
か月と変化はなく、あまり良くない状況が続いてい
る。

出版・印刷・同
関連産業（代
表）

受注価格や販売
価格の動き

・全体的に、客は広告費を抑え、媒体選択が厳しくな
る傾向が続いている。

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・大手企業の株主総会では混乱もなく、景気に直接的
なインパクトを与える要因は特にない。ギリシャ財政
問題も、日本経済には大きな影響はない。当面は、沖
縄基地や戦後談話や安全保障等の課題が中心となる。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年の消費税増税後の反動で落ち込んだ販売量が今
年度は伸びるものと見込んでいたが、前年比で横ばい
が続いており、実質的には落ち込んでいる。

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・大型プロジェクトを中心に動きがあるので、仕事量
が少なくて心配することはないが、利益が確保できる
ような受注単価でないことが、気掛かりである。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・あまり現状から変化する要素が見受けられない。

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・客先の生産計画では、設備投資がしばらく続いてい
るが、続いているだけで上がり調子ではない。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・客先により好不調がはっきりしているが、全体とし
ては横ばいの印象である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・事業拡大や工場増設といった話を耳にしないので、
他の業種も相変わらず不景気であると感じている。

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・今はまだ、公共下水道整備に伴う接続作業等の受注
があるものの、そろそろ受注件数が減りそうである。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・国内物流では、人手不足によるトラック不足で、荷
主からの運賃は上昇傾向であるが、物量自体が前年よ
りも減少している。軽油価格も上昇に転じており、総
合的には業況に変化はない。国際貨物においては、輸
出は回復している感はあるが、輸入貨物の減少が引き
続き大きい。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・前年同期は消費税増税後の反動減があったが、今は
それを更に下回る荷動きが続いている。日用雑貨等の
国内輸送物量が減っている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・輸出は増えているが、輸入は減少している。

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・平日の夜に飲食店に行くと、金曜日以外は、どの店
も客は少なく、財布のひもは固いと感じる。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・貨物の動きが緩慢で、前月と同様に前期比9.3％マ
イナスと落ち込みが続いている。

通信会社（法人
営業担当）

それ以外 ・円安、株価高の好影響がまだ一部のみで、裾野が広
がっているという実感がない。前年の消費税増税の影
響が重くのしかかっている。
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金融業（従業
員）

取引先の様子 ・同じ会社でも部署によって生産の繁閑は二極化して
いる。全体の自動車販売台数は低迷しても、ハイブ
リッド等燃費の良い車種については、ある程度の生産
量がある。景気としてみた場合、良い部署も悪い部署
もあるため、良いとも悪いとも言えない。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・円安や株価高による資産効果で、ある程度の金融資
産を持っている人は、車を買換えたり旅行へ行く等、
引き続き消費が活発である。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・株価高や円安の恩恵は、いまだに末端まで届いてい
ない。

不動産業（用地
仕入）

受注価格や販売
価格の動き

・マンションの販売価格に、大きな変化は見受けられ
ない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・客からの広告の発注量はそれほど減っていない。全
体的に広告予算が増えていないため、業況はほとんど
変わっていない。

行政書士 受注量や販売量
の動き

・貨物の動きには、特に変化がない。

公認会計士 それ以外 ・円安効果による大手輸出企業の業績は良いが、中小
企業の業績は向上していない。逆に、円安による輸入
原料のコスト上昇が、人件費の増加と共に収益を圧迫
している。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・法人、個人事業者の中には、消費税増税等による税
込み収入額の増加で、簡易課税制度の適用や免税によ
る恩恵を受けるところもある。しかし、サラリーマン
世帯や年金生活者にとっては、支出増加の影響の方が
大きく、生活が苦しくなっている。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・３か月前と比べて変わりないが、売上、利益共に増
加している顧問先が多くなっている。特に建設業が堅
調である。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・全体的に前月と同様、取引先、競合先共に停滞して
いる。しかし、当社に関しては、例年並みに戻ってい
る。

やや悪く
なっている

化学工業（営
業）

受注量や販売量
の動き

・客先の国内化学メーカーの定期修理により、容器の
出荷量が減少している。大手化学薬品メーカーは、生
産拠点を海外に変更している。

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・３～４月の受注量が非常に多かったので、比較をす
れば受注量は減っているが、通常の受注状況である。
新規案件は少なく、既存品はコストダウンの要請が増
えている一方、円安の影響で原料価格は上昇してい
る。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年から好調が続いていた、中国のスマートフォン
向け設備の引き合いや受注が、減少してきている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・来場者、成約件数共に減少傾向である。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折り込み広告の受注量が減っている。

悪く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度が替わって４月以降、販売量が減少している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者は前年同月より大幅に減少しており、求人数
も持ち直している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・事業主都合の離職者、自己都合による離職者が、共
に前年同月を下回っている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人倍率は前年12月以降下降していたが、５月
は1.74倍と改善し、今月も５月を上回りそうな状況に
ある。５月の新規求人数は、前年同月比で減少してい
る。産業別では、一般派遣業の減少が大きいものの、
製造業では8.4％増加、卸小売業は40.2％の増加と
なっている。パート求人は、製造業、卸小売業で大幅
に減少している。

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・前年から今年にかけての設備投資増強を背景とした
求人の増加がある。

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・政府からの補助金等により、販路拡大や売上向上へ
向けた人材確保の動きが目立っている。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・新卒採用者の現場への配属も始まっているが、即戦
力となる中途採用者の募集が、引き続き堅調である。

雇用
関連

(東海)
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その他雇用［広
告代理店］（求
人広告担当）

周辺企業の様子 ・求人広告の件数は増えている。採用条件も、以前よ
り正社員としての募集が多くなっている。

変わらない 人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・今のところ開発抑制のような後ろ向きの情報は耳に
はしない。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・転職希望者でも有能な人材は、複数の内定をもらう
ケースがある。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前は歓送迎会等で良かったが、現状もあまり
変わりはない。例年に比べると若干ながら良くなって
いる。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・取引先からのエンジニア派遣の引き合いは常に高い
状況で、好景気が続いている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・求人数は５月から連続して前年同月を下回り、前年
からとは異なる動きが出始めている。ただし、直近３
か月間の累計では、前年同期と同じ水準で推移してい
る。

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・４月のエコカー減税の基準厳格化が足かせとなり、
新車需要は依然低迷している。円安による輸出台数の
増加に期待したいが、海外需要の減退で伸び悩んでい
る。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・新卒者、中途採用者共に、建設、医療、福祉分野で
人手不足の企業が多い。全体としては、大きな動きは
ない。

職業安定所（所
長）

求職者数の動き ・労働市場の雇用は安定してきている。新規求職者
が、前年同期とほぼ同数で推移している。前々月、前
月は、65歳以上の定年退職で一旦職を離れた方の求職
が前年比で５割近く増加しており、労働力として65歳
未満の年齢層は減少してきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・医療、介護分野の人手不足は慢性化している。企業
の採用意欲も、医療、小売卸売関係では引き続き高い
が、製造業では厳しい状況である。生産拠点が海外に
移った影響はあるが、円安によって一部の企業では、
海外からの注文の増加等に国内で製造し海外へ出荷し
て対応するところもある。また、オートバイ関係で
は、前年暮に底を打った感があったが、今年４～５月
は、再び厳しさがみられた。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・ギリシャの財政問題で、円高・株価安が進行する。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・各企業でボーナスはそれなりに支給されたようだ
が、消費が活発に動いているようには見受けられな
い。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人に対する充足度合を、前月比及び前年同月
比でみると、恒常的に人手不足の製造業においては、
共にやや上昇しているものの、卸小売業においては、
新規求人数が大幅に増加したため、それぞれ４ポイン
ト、10ポイントの低下となっている。

悪く
なっている

－ － －

　６．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比総売上123％、宿泊人数114％、宿泊単価
106％であった。15名以上の団体客は前年とほぼ同じ
101％で推移したが、個人客は133％と大幅増となり、
客室稼働も95％を超える水準となっている。個人客が
増加したことにより宿泊単価も上がっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・北陸新幹線開業効果で、宿泊を中心に売上が順調に
伸びている。一方で、従来の地元客は増えているとは
感じないことが気にかかる。

やや良く
なっている

コンビニ（店舗
管理）

単価の動き ・プレミアム付商品券の恩恵を受け、客単価が前年を
上回っている。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・６月の販売量は前年同月比101％である。３月の販
売量は前年同月比76％だったので、３か月前と比較し
て上向きである。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・消費税増税から一回りした今春から、来客数、客単
価の双方とも上昇し、結果として販売量が伸びてい
る。特に、衣料、服装品、靴やかばんの伸びが顕著
で、レジャー関連を中心に全体をけん引している。

家計
動向
関連

(北陸)
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観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・北陸新幹線開業後、募集型の団体旅行やインバウン
ドを中心に集客が良く、売上も前年比10～20％ほど増
加している。

タクシー運転手 来客数の動き ・依然として北陸新幹線の影響で、当地の人出は多
い。開業時のように爆発的ではないが、観光客を中心
として夜の街も人出はある。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・光通信サービスを提供開始して１年が経過するが、
提供エリアの拡大と共に新規契約の増加、解約の減少
という相乗効果となって表れており、純増件数は過去
１年で最高水準となっている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・通常の機種変更に加え、家族へのプラス１台、自分
へのタブレットプラス１台などが増えてきている。購
入時のイニシャルコストは懸念されるが、ランニング
コストについては利用価値があるなら仕方ないと理解
してくれる客が増えているように思う。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・北陸新幹線の金沢開業以来、東日本エリアからの客
が増加し、個人客やグループ客の利用が増加してい
る。一方で、バス運賃の改定に伴う料金の値上げによ
り関西圏や中京圏からの団体客の人数が減少傾向にあ
り、全体としてはやや良いという状況にある。

美容室（経営
者）

単価の動き ・２万円、３万円する美容商品を奨めると購入する客
が多くいた。今月は10台以上売れている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・新築の客数は減っているが､リフォーム客が増えて
いる｡しかも､２～３か月前までは数百万円台がよいと
ころだったが､現在は１千万円以上の客が増えてお
り、契約数も契約金額も増えている｡

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・徐々に注文住宅用地が動き、住宅工事の着工戸数が
増えていると感じる。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・プレミアム付商品券の発売で景気刺激策の効果を期
待しているが、まだ実感がない。逆にスーパーの食料
品などは、最近目に余るほど売れ残りが多く、景気に
関するニュース報道とのギャップを強く感じる。地方
はまだまだ悪いということだろうかと感じる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・当商店街の店舗は物販が主であるが、６月の売上が
若干悪くなった。考えられる理由は、７月に大型商業
施設が複数開店することと、バーゲンセール前である
ことによる消費者の買い控えがある。また、北陸新幹
線開業で他県に買物に行きやすくなったことなどによ
り、消費者が県外で買物していることも影響している
と考えている。なお当地区や近辺の飲食関係の店は、
観光客などの増加により、売上が増加している。

一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・客の消費意欲が上がっておらず、来客数も客単価も
上がっていない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・今の時期はお中元が始まったという時期であるが、
特徴的なこととして、贈り先の件数は変わらないが、
５～10％程度単価が減少している。配る件数は変えな
いが、少し内容を見直して全体的な予算を抑えている
というのが特徴的な点である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客の買上単価は、先月より若干良くなっているが、
食品、菓子、雑貨での販売量が増えているからであ
り、生鮮品についてはシビアな買物をしている。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・食品の値上げが続く影響もあり、１品単価は昨年よ
り微増である流れは変わっていない。買上点数も微増
であることから、売上は昨年を上回る状況が続いてい
る。倹約傾向は感じられず、高価な品と安価な品をう
まく買い回りしていると感じる。

スーパー（統
括）

単価の動き ・３か月前もそうであるが、単価の動きは依然として
高く推移している。１品単価も客の買上点数もどちら
も上昇している中で、実際は３か月前と変わっていな
いのだが、良い傾向になってきていると思う。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・競合店の出店から１年以上たち、来客数はほぼ前年
並みに戻っている。しかし、値上げなどがあったの
で、本来は客単価が上昇しなければならないはずであ
るが、単価は下落傾向が続いている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・近隣に業界３大チェーンがそろい踏みして以来、来
客数の前年比は、当初は落ち込み、その後多少回復
し、ここ２～３か月はずっと同じで推移している。
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コンビニ（店
長）

来客数の動き ・ここ数か月横ばいが続いている。季節柄、もう少し
売上が増えてくれればと思う。５月の方が６月よりも
良い結果であり、そのこと自体は例年通りなのだが、
今年はより顕著に６月の方が売上が少なかった。気に
なるのが、例年６月後半は７月並みに良い売上で推移
することが多いのだが、今年は良くなかったことであ
る。ただ、５月がたまたま良かったのか、６月が特別
悪かったのか、判断が微妙なので変わらないと回答し
た。とはいえ、前年比で比べた場合悪化しているので
あまり景気が良いとは判断しがたい。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・地方の衣料品専門店で、売上が好調というところは
聞かない。都市部の百貨店はいざしらず、当地では大
型ショッピングセンターの開業もあり、上向きになっ
ていくとは考えられない。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・北陸新幹線効果で街全体としては活況を呈している
が、業界としては前年の消費税増税後の水準とあまり
変わっていない状況である。新型車効果にかなり左右
されるので、各販社ごとでは若干の違いはあると思
う。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・昨年の６月は消費税増税の反動も和らいでいたた
め、４～５月と比較すると今月は前年からの落ち幅が
大きくなっており、今期３か月間の客の動向に変化は
感じられない。新商品発売時期でもあるが、年々予約
状況も減っている。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・当地では今月から消費拡大キャンペーンが始まり、
客がプレミアム付商品券を買うのに２時間並んだとい
う話を聞いている。もしかしたらこれから少しずつで
も消費が拡大し、景気が少しでも良くなるのではない
かという期待はあるが、それほど簡単に景気が良くな
るとは思えない。

その他小売
［ショッピング
センター］

単価の動き ・店頭の動きは、買上客数と買上頻度は前年割れして
いるが、買上単価は前年比で伸長を続けている。特に
一般食料品価格の値上げと、野菜収穫時期と九州エリ
アの長雨が重なった影響で、野菜相場が高い。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・北陸新幹線開業後は安定した集客が継続している。
地元法人の接待利用も活発だが、観光客の利用は平均
単価より130％ほど高い利用が目立つ。

一般レストラン
（統括）

来客数の動き ・外食関係では北陸新幹線開業による効果は６月中旬
頃からやや落ち着き始めた。しかしプレミアム付商品
券の効果がじわりじわりと出てきており、全体でみる
と良い状況で変わらない状況が続いている。

都市型ホテル
（役員）

販売量の動き ・宿泊部門は北陸新幹線開業以降、ビジネス客及びイ
ンバウンドの増加により順調に推移している。レスト
ラン部門の個人利用及び宴会部門の法人利用に関して
は足踏みの状況にある。

旅行代理店（所
長）

販売量の動き ・北陸新幹線開業の影響で、夏休みや９月の大型連休
の計画も含め、早めの問い合わせが多くなっている。

タクシー運転手 販売量の動き ・全体的に忙しくなかった。夜の方は相変わらず静か
である。

通信会社（店舗
統括）

来客数の動き ・新商品が発売されてもそれほど来客数が伸びていな
い。

その他レジャー
施設（職員）

来客数の動き ・新規会員獲得が前年と同じような状態で推移してお
り、会員数が伸びない。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・展示場来場者数は順調な推移を見せており、予定し
ていた入手情報量は確保できている。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・大規模な住宅展が開催され、新規客及び潜在的に建
築を希望する客が多く来場し、動き出している感があ
る。しかし、競合は激しくなっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・セール前のプレセールを行ったが、例年より来客数
が減少したようだ。様子見をしているという状況であ
る。アウトレットモール開店への期待感から、そのよ
うな行動となっているのかもしれない。

一般小売店［精
肉］（店長）

来客数の動き ・ギフトの販売状況が今一つ悪い状態である。全体的
にギフトがあまり出ていないような感じである。

一般小売店［事
務用品］（店
員）

販売量の動き ・需要期が過ぎ、また北陸新幹線特需も落ち着き始め
たため、来客数や商談件数が鈍化してきた。
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百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・クリアランスセールが昨年は６月下旬にスタートで
あったが、本年は７月１日スタートとなり、６月後半
戦においては買い控えムードが見られ、売上が低迷し
ている。６月全体業績においても、前年実績は上回る
が前々年実績には届かない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・６月に入ってから、セール待ちの声が多くなった。
梅雨の時期に入り、暑かったり寒かったりする日が続
いたため、夏物が去年より動きが悪かった。月末に優
待セールを実施したが、定価品を割引したものより、
セール投入したものの売行きが良い傾向だった。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・これまで客単価が伸びていたため売上も伸びていた
が、客単価が前年並みになりつつあるため売上が減少
してきている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・景気が良くなっているという感じは全くない。新聞
などの報道が信じられない。株で儲かっている人は、
お金を使っていないのだろうか。給料が多少は上がっ
た人は、お金を使っていないのだろうか。儲かってい
る企業は、お金を使っていないのだろうか。数字のど
こかに、間違いがあるのではないか。当地の商店街
は、全く音無しの構えである。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・省エネの高単価商品の売行きは良いが、販売数量が
落ち込んでいる。先月の暑さでエアコンなどの季節商
材が前倒しで売れた感じである。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・商談では結論が出るまでに日数が長くかかり、結果
として乗り換えない場合が多い。購入に慎重な様子が
多く見受けられる。

住関連専門店
（店員）

販売量の動き ・消費税増税のあった昨年よりも数量が落ちた。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・６月は20日過ぎまでは良くなかったが、後半に団体
客が入りなんとかいった状態だが、昨年同月と比較す
ると10％悪い状態である。酒屋の話では平日は全くだ
めとのことで、納得といった感じである。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・３か月前は例年通り商戦期であったため、それと比
較すると放送サービス、通信サービスともに獲得契約
数が若干減少した。

パチンコ店（店
員）

来客数の動き ・客の滞在遊技時間が減少した。

悪く
なっている

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・週末のイベント時も来客数が減っており、新車、中
古車ともに、なかなか売上に結びつかない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・事業性融資の伸びはまずまずである。設備投資案件
もそこそこ需要がある。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者に聞くところでは、半数程度で動きが出てき
ているということと、個人客からの問い合わせが多く
なってきている。

税理士（所長） 取引先の様子 ・北陸新幹線開業の効果が、当地では金沢ほどではな
いが出てきている。いろいろな面で観光、商業関係は
前年よりも売上は良くなっている感じがある。また、
医薬品関係の設備投資も堅調に推移しており、客でも
建設業者あるいは設備業者の仕事は、結構予定が詰
まっているという感じである。

変わらない 繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・足元の受注には力がなく、前年同期比で横ばいない
しは若干のマイナスになっている。

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・繊維関係では、衣料よりは非衣料関係がまだ安定し
ている。ただ、原料のコストが非常に高くなってい
る。

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・北米の受注が伸びていない。

精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・比較的好調に戻っている取引先と、厳しい状況から
脱し切れない取引先が鮮明になってきている。全体的
には３か月前に比べ若干良くなっている感はあるが、
そう大きくは変わらない状況である。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・工事発注量が地域により減少する傾向も見受けら
れ、一部で厳しい受注価格競争が起きている。

金融業（融資担
当）

受注量や販売量
の動き

・北陸新幹線効果も一服した。工事の発注も限定的と
のことである。最近は、人員確保が難しく事業の縮小
の話も聞く。

企業
動向
関連

(北陸)
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司法書士 取引先の様子 ・会社設立の依頼が増えているが、廃業するもしくは
廃業はしないものの法人を解散し、個人営業にすると
いう案件も多い。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

それ以外 ・業界内では輸入原材料の平均単価が毎月上がってき
ており、内需型の企業としては原価が逓増的に推移
し、収益性が悪くなってきている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年は４～６月の公共工事の発注に期待していた
が、県、市では昨年よりも発注されず、ゼロと言って
も過言ではない。６月末に駆け込み発注されたが、遅
きに失している。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・６月に入って住宅資材などの荷動きが落ちている。
また、円安の影響で燃料費が高騰し、利益を圧迫して
いる。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

新聞社［求人広
告］（役員）

求人数の動き ・６月の求人広告売上は、前年実績とほぼ同様であ
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・その年その年の時期的トレンドはもちろんあるが、
合同企業説明会などの開催状況を見ていると、昨年よ
りも新卒社員を取ろうとする動きが強く、なおかつ学
生の反応がそれに響いていないように見える。特に理
系の学生は例年に比べても参加比率が少ないようで、
当社主催のガイダンスだと30％強から20％前後に下
がっており、学生の数も少ない。また、理系に絞った
他社ガイダンスは参加数が激減しているようだ。学生
側が企業を選んでいる感が強い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が前年同月と比較して増加傾向にある。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・派遣登録者である求職者が全く伸びないうえ、需要
に対してスキルが合うマッチング率が悪い。人材確保
が厳しい。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・人材不足なのに派遣先の時給単価が横ばいなので、
マッチングが厳しい状況が続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者が前月に引き続き、前年同月比で減少してい
る。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・富山県西部の大型ショッピング店舗のオープンが近
く、販売要員求人が続いているが、人手不足により充
当できない状態がある。

学校［大学］
（就職担当）

それ以外 ・学生は合同企業説明会の参加から、個別に移行して
いるように思われる。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・１回の発行につき50件ほど求人の数が減っている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は27年２月3903人に対し、27年５月は
3231人であり、有効求人数は27年２月11121人に対
し、27年５月は10246人と３か月前と比較するとそれ
ぞれ減少となった。

悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・富裕層の優良顧客で、今まで高額品の購入がなかっ
た客からの、高級家具や高級ブランドの宝飾品などへ
の引き合いが非常に増えている。高額品を集めた店外
での催しも好調である。

百貨店（服飾品
担当）

来客数の動き ・都心店舗におけるインバウンド効果は、この数か月
で収まることはないと思われる。現地でまだ展開して
いない商材への問い合わせや、取り寄せが増え、商材
不足がかなりの頻度で発生している。日本製の化粧品
のほか、人気ファッションブランドのハンドバッグな
どは、店頭商材が全くなくなっている。郊外において
も一定の買い回りがみられ、来客数は前年比で
106％、客単価は100.7％と上向いてきている。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)
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百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・先日店内で実施された、得意客向けの特別招待会で
は、過去最高の来客数と売上を記録した。また、有名
作家の美術品の展示会では、高額品が中心であるにも
かかわらず、ほぼ完売した。さらに、インバウンド売
上は前年の３～５倍で推移している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数、買上点数、客単価共に回復しており、ス
テーキやマグロなどの高単価商材の動きも良い。日本
経済全体の成長が一般消費者にも波及し、消費の増加
につながりつつある。

住関連専門店
（店員）

販売量の動き ・ボーナス支給によって高単価の商品が売れている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・和歌山地区では国体に向けたイベントが開かれ、外
国人旅行者も増えているなど好調である。

都市型ホテル
（総務担当）

単価の動き ・宿泊部門が好調である。１部屋当たりの販売単価
が、前年比で10％程度は上昇している。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は11,530円で、３か月前の客単価は
10,118円であった。ただし、今月の客単価は、最高グ
レードのレースを開催したためであり、一時的な上昇
である。

やや良く
なっている

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・受注量が増加しており、先行きの受注もある。

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・６月と３月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗
の平均でみると、関西は６月が84.7％で、３月が
86.7％、関東は６月が115.1％で、３月が92.8％、中
部は６月が98.0％で、３月が85.3％、中国は６月が
115.5％で、３月が105.5％となり、各地区合計の平均
は６月が96.4％で、３月が90.4％となった。全国的に
多少は上向いてきている。関西は昨年に阿倍野地区で
大型商業施設が開業した反動減で伸びが弱い一方、東
京を含むほかの地区は、３月に比べて前年比が上向き
傾向となっており、全国的には多少上向いてきてい
る。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・昨年に大きな耐震工事があり、不完全な状況で営業
を続けたが、昨年10月にリニューアルオープンした。
その後は改善しており、いろいろな販促策によって前
年並みを維持している。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・全体的な力強さはないが、高額品や婦人雑貨、中元
品などの動きは堅調である。夏のボーナスを前に微妙
な時期ではあるが、都市部を中心に少し期待が持て
る。

百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・クリアランスセールのスタートが７月上旬となった
が、６月中旬以降、定価品の売上が伸びるかどうかは
不安がある。直近の定価品の動きは、前年にセール前
の買い控えが出た反動もあるが、前年比20～30％増で
推移している。また、客単価も高価格ゾーン、ボ
リュームゾーン共に、前年よりも伸びている。

百貨店（商品担
当）

来客数の動き ・インバウンドの売上が３月以降伸び続けている。売
れ筋商品についても、時計や化粧品以外のファッショ
ン全般に広がっている。

スーパー（広報
担当）

単価の動き ・牛肉の希少部位や厚切りのステーキが売れるなど、
高付加価値商品の動きが良い。

スーパー（社
員）

来客数の動き ・消費税増税後の落ち込みによる反動で売上が増えた
４月以降、売上が大きく増加する店舗が増えてきた。
ポイントカードをみると、これまでスーパーの利用が
少なかった客の来店が増加している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・午後８時以降になると、外国人の客が国内客よりも
多くなり、１人当たりの単価が15％ほど上がってい
る。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・相変わらずプレミアム商品の売上が好調なことに加
えて、コーヒー類の新商品が大人気であり、結果とし
て客単価が押し上げられている。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・一番近い競合店の閉店が決まり、そちらからの客が
増えている。

コンビニ（広告
担当）

お客様の様子 ・３か月前に比べると、多少は良くなっている感はあ
るが、まだまだ本格的に良くなっているとは判断でき
ない。

家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・電力会社による電気料金の値上げに伴って、省エネ
家電の需要が高まっている。ボーナス商戦に重なった
こともあり、単価のアップにつながっている。
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乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・昨年と比べて、来客数や単価、販売台数が上向きと
なっている。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

単価の動き ・株価が高騰しているため、買上単価が上がってい
る。株価の上昇が続けば、この傾向も維持されるが、
株を持っていない客は景気が良いとはいえない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月に入り、団体客によるディナーの貸切りが増え
た。ランチも５名以上のグループが多くなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ウェディング需要はやや低迷し、その代わりに会社
による中規模から大規模の宴会が増えている。また、
会社の経費で使用するため、料金をカード払いする客
も増えた。飲食代の経費が落ちるようになってきたと
いうことであり、一部では会社の景気が良くなってき
たとの声も聞かれる。

観光型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・プレミアム付商品券の利用で、客単価が上がってい
る。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・ホテル業ではインバウンド客が増加している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊部門では、中国、韓国からの観光客の大幅な増
加による増収効果が拡大している。これは限られたエ
リアだけではなく、広範囲にわたって売上を押し上げ
ており、確実に客室単価は上昇している。その影響で
朝食売上も増収となっている。一方、宴会やランチ、
ディナーには効果が出ておらず、客単価が上がる見込
みはまだない。

都市型ホテル
（管理担当）

販売量の動き ・海外からの宿泊客は順調に増加し、食堂部門の売上
も順調に伸び始めている。

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・宿泊では客室単価の上昇が続いている。インバウン
ド関連をはじめ、国内観光客の需要も好調である。ま
た、最近はレストランの来客数も増加している。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・ボーナスの支給が始まり、予想よりも増えていたと
いう客が多いため、夏休みの旅行受注の増加につな
がっている。心配なのはＭＥＲＳ（中東呼吸器症候
群）の影響であり、日本に感染が広がらないことを願
う。

タクシー運転手 お客様の様子 ・流し営業での客の乗車機会が増加している。営業収
入の大きな伸びはないものの、順調に推移している。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・施設への来客数だけではなく、販売量にも増加傾向
がみられる。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・受注が前年よりもやや増加傾向である。特に不動産
が堅調に動いている。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・全体的に消費は増加傾向にある。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・インバウンド客の売上を差し引くと、前年比が相当
悪い。

一般小売店［珈
琲］（経営者）

お客様の様子 ・取引先の各店舗の様子をみていると、客が増えてい
る店舗よりも、圧倒的に減少している店舗の方が多
い。当チェーンの直営店、ＦＣ店でも、客１人当たり
の購入金額が減少している。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・どん底の状態から横ばいに上向いてきたことが大き
い。各店舗とも前年の水準はクリアできている。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

お客様の様子 ・外国人観光客による好調と、景気との関係をどう判
断するかが難しい。それによって企業が活性化し、景
気が良くなることはあるかもしれないが、国内客だけ
をみると厳しい状況が続いている。特に、食品は値上
がりする商品が多く、家計を圧迫している。高コスト
の肉は最も消費が減らされやすいため、非常に厳しい
状況である。

一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・天気の良い日をみると、来客数、売上共に上向きで
ある。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・販売量、来客数共に例年並みである。ただし、来店
した客からは、今後の景気に対する明るい声を聞くこ
とはない。

一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・なかなか良い状態にならない。相変わらずゴルフ場
や飲食関係の動きが悪く、苦戦している。

一般小売店
［酒］（社員）

単価の動き ・高価格商品の動きは良いが、日用品の購入単価は下
がり、販売量も減っていると感じる。
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百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・今までと同様に、季節商品は苦戦している。限定品
や見切り品、ブランド品のアウトレットなどは動いて
いる。特に、特定ブランドの商品、海外観光客向けの
商品、化粧品、食料品やお菓子の限定品、家電製品な
どが好調である。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・インバウンド効果で売上が伸びているものの、それ
以外の売上は横ばいが続いている。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・ボリュームゾーンの婦人服や食品については、売上
の減少傾向が続いているが、急増している中国人観光
客や、富裕層の外商顧客の購買意欲は高く、売上は増
加している。店全体の売上が前年比で２けた増となる
傾向が、今年の２月ごろから続いている。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・６月に入っても売上の伸びが感じられない。その一
方で、他社はインバウンド売上が好調な分、前年比は
伸びているが、その数字を除いて考えると、どの会社
も前年割れの状況である。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・衣料品の動きはやや回復しているが、食品は２年前
と比べてまだ良くない。

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・月前半は好調に推移し、売上は前年比で２けた増の
勢いであったが、父の日が曜日巡りの関係で月後半に
ずれたため、紳士衣料を中心に前年を割り込んだ。一
方、月後半はクリアランスセールの後ずれや、土日が
前年よりも２日減ったことなどが大きく影響してい
る。

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・セールの開始を７月にずらしたことで、売上トータ
ルでは厳しいが、定価品は前年比で７％増と堅調に推
移している。

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・直近３か月と今月をみると、ボリューム層を中心に
消費は厳しい状況である。特に、季節商品は夏本番で
あるにもかかわらず、販売数量が減少している。代表
的な商品では、サンダルや傘などの数量が前年比で１
割程度減少している。また、梅雨に入り、関西では天
気の崩れはあまりないものの、各地でゲリラ豪雨の情
報もあり、以前よりも天候による客足への影響は大き
くなっている。一方、大阪ではインバウンド売上は好
調な様子であるが、神戸地区はまだまだ少ない。一
方、ギフト関係は前年並みで推移している。

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・基本的に、阪神地区では訪日外国人の増加による影
響が目立っており、商品の動きは好調である。ただ
し、国内客の買い方をみると、依然として単価や数量
に厳しく、特に消耗品が苦戦している。

百貨店（販促担
当）

単価の動き ・今月も高額品が好調で、衣料品が不調という傾向に
変化はない。特に、セール品の動きが鈍く、客の慎重
姿勢がより強まっている。消費者の心理には、セール
品は不要不急の商品という意識があり、内容の見定め
以前の問題となっている。その一方、高額品は、ブラ
ンド品などの安心感のある商品の人気が高く、それに
希少性も加われば、更に高額な商品も動きも活発と
なっている。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月もこれまでの傾向に変化はなく、前年と同じよ
うな状態である。催事場の拡大や食料品売場の新
ショップ導入などの改装効果は出ているが、入店客数
やレジ客数はほぼ前年並みで推移している。

百貨店（外商担
当）

単価の動き ・株価が近年の最高値を更新したが、恩恵を受けるの
は一部の富裕層だけであり、まだまだ中低所得者や地
方都市では景気回復の実感がない。中小企業にも同じ
ことがいえる。

百貨店（営業企
画）

単価の動き ・４月以降、来客数は前年を上回るようになったもの
の、６月の客単価はマイナス２％前後で推移してい
る。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・店の両側に大きなスーパーがあり、客は常にそちら
のチラシや価格を参考にしている。来店しても、買物
をすることもあれば、しないこともあるといった動き
が顕著にみられる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数、１人当たりの販売点数共に横ばい傾向で、
販売数量が伸びていない。衣料品、住居関連の季節商
品の動きは鈍く、お中元商品の出足もあまり芳しくな
い。
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スーパー（店
長）

販売量の動き ・なかなか景況感が上向いていると感じられないの
は、生活必需品や購入頻度の高い商品は購買点数が増
えてきているが、ハレの日の買い方にまだまだ節約志
向が感じられるからである。例えば、父の日には和牛
のステーキを多くそろえたにもかかわらず、売上は
オーストラリアの牛肉の方が伸びている。赤身が好ま
れているという問題でなく、需要自体が非常に弱いと
感じる。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・食料品のみならず、円安の影響による値上げラッ
シュや、一部の大手企業の不振や不正など、景気に水
を差す情報があふれている。賃金上昇や株価上昇など
が報じられているが、量販店の客はその恩恵をあまり
受けない層が中心であるため厳しい。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・消費者は各店舗の特売日に買い回りしている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上は前年比で95％と、先月よりも３ポイント悪く
なっている。青果に関しては価格の上昇もあり、売上
は前年をクリアしているものの、利益は確保しにくく
なっている。気候も前年に比べると暑さがなく、夏物
商材の販売量が伸びていない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は例年並みの推移である。前年比では100％
を超えているが、前年は消費税増税の影響で落ち込ん
だため、その分は差し引いて判断している。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・天候要因もあり、４～５月にみられた売上の好調さ
は落ち着いている。雨が多かったり、気温が低くなっ
たりすれば、この傾向が続くことになる。

スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・従前と変わらず、購買点数の増加がみられない。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・業種による景気の差はあまりなく、横ばいか下向き
で推移している。

衣料品専門店
（販売担当）

単価の動き ・リピーターの客も低額商品を選ぶようになってい
る。

乗用車販売店
（営業企画）

単価の動き ・１件当たりの粗利率は上がっているが、来客数が減
少している。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・案件数や問い合わせ件数は、昨年よりも増えている
実感がある。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・購入単価の動きが二極化している。消費者は、趣味
や化粧品などでは単価にこだわらないが、生活必需品
や毎日使用する商品はチラシ商品を優先する傾向があ
る。

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

販売量の動き ・需要は伸びていない。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

販売量の動き ・販売量に増減の変化がみられない。

高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・飲食部門における来客数の伸び悩みがみられる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・週末の来客数は回復傾向にあるが、平日が回復する
までには至っていない。

一般レストラン
（経理担当）

競争相手の様子 ・２～３か月前と比較しても、状況の極端な変化はな
い。同業他社は良い店と悪い店がはっきりと分かれて
いるが、個々の店の力であり、全体的な景気の影響で
はない。

一般レストラン
（店員）

競争相手の様子 ・売上などに大きな変化はない。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・外国人客による利用の増加は感じるものの、来客数
は依然として前年割れとなっている。インバウンドを
除けば、国内客の利用は減少していると感じる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・６月も引き続き好調を維持している。個人客、団体
客共に動きが良く、特に大口の団体客が例年以上に多
い。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・相変わらず外国人観光客による売上が増えており、
国内客による消費とは異なる動きとなっている。一
方、円安や人件費の高騰により、利益は減少傾向にあ
る。
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旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・海外旅行では、ＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）で韓
国、ＩＳＩＬ関連で欧州が不安視されているにもかか
わらず、予約受付では前年比で130％以上に伸びてい
る。一方、好調が予想された国内旅行は、インバウン
ドの増加を受け、沖縄や有名観光地向けの予約が取り
にくく、受付は前年比で90％の推移となかなか波に乗
れない。

旅行代理店（店
長）

単価の動き ・一時は価格の高い商品の販売が増えていたが、今は
高い商品を求める客が減ってきている。安い商品で何
度も旅行に行きたいという客が増えている。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・訪日インバウンド客の動きは依然として活発である
が、海外旅行の個人需要が伸び悩んでいる。これまで
堅調であった国内旅行も、少し伸びが鈍化している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・通勤ラッシュの時間帯での、バスや地下鉄の利用状
況に変化はない。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・法人や高齢者による利用が減少している。
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・受注状況などには、特に変化がみられない。

観光名所（企画
担当）

来客数の動き ・非常に小さな変化ではあるが、状況は良くなってい
る。ただし、まだ良くなっているという実感が得られ
るまでには至っていない。

パチンコ店（店
員）

お客様の様子 ・ボーナス時期にもかかわらず、大きな変化がない。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・天候要因や消費税増税後の落ち込みによる反動を除
いて、昨年よりも伸びている要素はあまりない。ただ
し、インバウンドは引き続き堅調である。

美容室（店員） 来客数の動き ・単価は悪くないが、先月と来月に客が分散してしま
い、今月は手薄となっている。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・書籍、レンタル売上共に、前年並みで推移してい
る。大きな変動要因がない限り、このまま推移する。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・地価については、販売価格は明らかに上昇している
が、売行きは良くない。価格の上昇に、市場や消費者
がついてきていない。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・マンション、戸建住宅共に、各デベロッパーの事業
用地の取得意欲は非常に強い。また、収益目的の投資
用物件や物流用地の取得意欲も高く、土地価格の高騰
が止まらない。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・同業者の二極化傾向が顕著になってきている。業績
が上がっている企業と、下がっている企業が混在して
いる。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場の６月の来場数は、昨年並みで変化がな
い。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・株価上昇などの影響は、分譲マンション市場での客
の動きにはあまり出ていない。都心の高額物件や、一
部の好立地物件は早く売れるようになっているが、通
常の物件には大きな変化がない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・先行きの不安や生活用品の値上げで、節約の動きが
強まり、消費者は活発な買い回りを控えている。

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・近くの大型商業施設がサマーセールを開催し、
キャッシュバックや芸能人が参加する大きなイベント
などでかなり盛り上がっている。一方、近隣の商店街
でも地元密着のイベントが催されたが、近くの子ども
たちが遊んでいる程度で、売上の増加にはつながらな
かった。地域の個人店には、キャッシュバックなどの
大きなイベントを開く体力はなく、集客が非常に難し
くなっている。

一般小売店
［花］（店長）

それ以外 ・暑くなり、天気も思わしくないので、売上自体が落
ちている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・関西地区ではそれほど雨が降っていないにもかかわ
らず、売上は伸びていない。外国人観光客による売上
を差し引くと、悪化しているといわざるを得ない。
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百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は売上目標を下回る見込みであり、上半期で一
番苦戦を強いられている。天候不順によって季節商品
の動きが鈍いことが大きな要因である。クリアランス
セールの時期が前年と比べて遅いこともあり、客も商
品の購買に対して慎重な姿勢となっている。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・４～５月までと比べ、６月は雨の降った日数が昨年
比で倍増し、降雨量も格段に多い。そのために来客数
が伸びず、降雨日以外の回復も少ない。また、先月ま
では、来客数の伸びを買上点数の伸びが上回っていた
が、雨の影響で生鮮品以外を買い控える傾向が強く、
買上点数が伸びていない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・単価は維持しているが、来客数が伸びない。

スーパー（開発
担当）

販売量の動き ・販売量と共に来客数も伸びていない。

コンビニ（店
員）

来客数の動き ・近くに新しい道路が開通して人の動きが変わり、来
客数が減少している。客単価も前年に比べ、やや落ち
ている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・衣料品はほぼ韓国や中国から入ってきている。今年
は為替の影響や、韓国や中国の人件費の上昇により、
価格が前年よりも３～５割上がっている。それに伴
い、売れるのは前年よりも安い商品が中心となってい
る。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・電気料金をはじめ、様々な商品の値上げの影響が出
ており、今月に入って悪化している。一方、プレミア
ム付商品券に関する動きもみられ、神戸での発売はま
だであるが、問い合わせがきている。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・気候の不順も影響し、夏物商品のエアコンや冷蔵庫
の動きが非常に悪い。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車のばん金塗装を行っているが、円安で塗料な
どの原材料がコスト高となるなか、客に価格転嫁でき
ないので困っている。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・具体的な経営指標や販売台数の悪化はもちろんであ
るが、何よりも客の購買意欲が下がる一方である。政
府による景気対策への評価と、実際に感じられる部分
とのギャップが大きい上に、物価上昇だけが結果とし
て残ったと感じている人が多い。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・消費税増税が先送りになり、４月以降は購買意欲が
上がったように思われたが、今月は非常に動きが悪
い。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・外食関連ではあまり売上の変化はみられないが、仕
入価格の高騰で利益の確保が難しくなっている。

一般レストラン
（企画）

来客数の動き ・ここ３か月は来客数の前年比が良くなると予想して
いたが、それを大きく下回る状況が続いている。関東
と比較して、これまでは優位な状況にあったが、徐々
に差がなくなってきている。

観光型旅館（経
営者）

お客様の様子 ・桜の開花時期を除けば、稼働率が落ち込み、客単価
も下がっているなど、客は買い渋りの動きを強めてい
る。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・多チャンネルテレビの申込数の減少に、既加入者の
解約傾向が重なり、テレビサービスの加入総数の前月
割れが続いている。

美容室（店長） 販売量の動き ・客の節約志向が高まり、プラスアルファの消費が減
少している。また、多めに購入するという動きも少な
くなっている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・業務用で新規商品の採用が少しずつ決まっている。
業界では、数か月前から値上げの動きが活発になって
いるが、当社はまだ値上げに踏み切っていないため、
その影響が出ているのかもしれない。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・取引先が顧客に送るダイレクトメールの数や発送頻
度が、３か月前に比べて少し増えている。それに伴
い、発注量も増えてきている。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・在庫調整をしていた企業が発注をかけてきたよう
で、まとまった数の注文が入っている。

企業
動向
関連

(近畿)
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電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・国内では大手企業からの値下げ要請が厳しい一方、
海外企業はあまり価格に厳しくないが、それは景況の
差というよりも、円安の影響である。一方、受注量や
販売量の方は、取引先の景況を反映した動きとなって
いる。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

取引先の様子 ・国内での受注が、航空機や自動車などを中心にみら
れ、引き合いも増加傾向にある。

建設業（経営
者）

取引先の様子 ・無電柱化推進法案がニュースなどで取り上げられて
いることもあり、無電柱化に関する問い合わせが増え
ている。また、関東方面を中心に、土壌汚染調査も案
件が増えつつある。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体、インターネット媒体共に、売上の前年比が
110％前後と良くなってきている。

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・梅雨入り後も日中は比較的晴れ間もあり、駅構内は
週末を中心ににぎわいをみせている。

変わらない 食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・梅雨入りしたこともあり、来客数が減り、売上があ
まり伸びていない。

食料品製造業
（経理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・原材料の値上がりにより、販売価格の引上げを申し
出ているが、なかなか認められない。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・今月に入り、ごく一部の商品に引き合いもあるが、
メインの商品への受注はない。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・顧客によって動きに大きな差があり、内需関連では
受注量が減少している。

化学工業（経営
者）

取引先の様子 ・まだ具体的に景気が良くなってきたとはいえない
が、少し景気が良くなる雰囲気が出てきている。

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・販売数量が変わらない。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・円安により海外向け商品は微増の傾向であるが、国
内向け商品の荷動きが悪く、全体的には生産量、販売
量共に減少したまま戻っていない。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・この数か月は引き合いが多く、今月に入って大型案
件の受注が決まるなど、景況感の良い状態が続いてい
る。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・企業には設備投資意欲がみられ、予算を組む動きも
あるなど、前向きな様子がうかがえる。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量や出荷量には大きな変化がみられない。

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・単価の高い４Ｋテレビの荷動きは、前年に比べてや
や増える傾向はあるものの、夏物商品を含む家電製品
の全体的な動きは低調な状況である。

その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月、受注量に変化がない。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・３月末まで続いた、技能労務者の不足や建設資材の
納期の問題は収まりつつあるが、一部で慢性化してい
る。このような問題を抱えつつ、価格競争が続いてい
る。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・１物件当たりの単価は相変わらず低水準である。予
算不足で契約に至らない顧客が増えている。

輸送業（営業所
長）

受注量や販売量
の動き

・今月中旬まで好調であった、移転作業の依頼が停滞
気味である。

通信業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・悪い状態が続いている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・アベノミクスにより、株価の上昇や景気の回復が進
んでいるとしても、中小企業の回復については、大き
な成果が表れていないように感じる。

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・大企業のベースアップや定期昇給については評価で
きるが、相変わらずその好調が末端の下請企業には届
いていない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・取引先のなかでも、食品などの生活必需品を扱う小
売業の売上が伸びていない。原材料費の値上がりに伴
う販売価格の上昇を差し引けば、むしろ実質的な売上
は減っているぐらいである。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・コンサルタントとして契約後、しばらく小売業の動
向に注目しているが、今のところ変化はない。
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その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

競争相手の様子 ・夏期の商品の売行きが良くないので、昨年と変わら
ない。

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

取引先の様子 ・仕事量が落ち着いた感があり、取引先でも受注案件
の減少がみられる。

やや悪く
なっている

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・催事での販売はほとんどが現物販売で、仕立てから
の注文はほとんどない。その販売も前年比で10％減少
している。

金属製品製造業
（営業担当）

競争相手の様子 ・売上が前年よりも10～20％ダウンしたという同業者
の声が多く聞かれる。

電気機械器具製
造業（経理担
当）

取引先の様子 ・以前は半期か四半期ごとに設備投資を行う企業が多
かったが、現在は一斉での設備更新というよりも、小
規模な更新を繰り返し行うケースが多く、先行きの受
注の見通しが立たない。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注が減少している。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・客単価は少し上がっているが、配達件数が減ってい
る。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・神戸から企業が撤退しており、企業の事務所や社宅
のニーズが減っている。賃貸市場でも賃料の低下や空
室率の上昇がみられるなど、景気が低迷している。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込の件数が減り、折込収入が減少している。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は４～５月に比べて広告出稿が伸びていない。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先からの車の入庫台数が、６月に入ってからは
先月よりも少なくなっている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・景気は右肩上がりの局面に入っており、今のところ
は人材紹介、派遣を問わず、かなりおう盛な採用意欲
がみられる。また、以前は客の要求が厳しかったが、
取引先が妥協してきている。とりあえず人を補充した
いという気持ちがあり、少々危なっかしいと感じてい
る。

人材派遣会社
（役員）

雇用形態の様子 ・最近は人手不足もあり、限られた人材の争奪戦と
なっている。時給の上昇傾向は止まらず、派遣社員の
手取りは増えている。ただし、諸物価も値上がりして
いるため、手放しで景気が良くなっているとは言い難
い。

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・繁忙期に伴う増員で、期間限定の求人案件が微増と
なっている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・受注は多いものの、人材不足でなかなか厳しい状況
である。

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・正社員はボーナスが出ており、夏休みに向けての旅
行やレジャーの動きが増えている。

アウトソーシン
グ企業（管理担
当）

それ以外 ・夏物商品の加工依頼が順調にきている。

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・夏を迎えて中だるみの時期であるが、新聞の求人広
告は今月も安定しており、引き続き景気は上向いてい
る。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・新卒の採用活動の時期が変わった影響もあるが、求
人数は高水準で推移している。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・就職活動の後倒しが始まった影響で、求人数にも少
し変化があり、中堅企業からの求人が増えている。

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数（原数値）の伸びに一服感がみられる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・ハローワーク以外の職業紹介サービスを利用する事
業所が増え、求職者もそちらを利用するケースが増え
てきている。全体的には、無職ではなく転職希望の人
が多く、状況としては３か月前と大きく変わらない。

雇用
関連

(近畿)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数は前年比で1.4％増えている。正社員求
人の割合は年間を通じて47～50％で推移しており、依
然として雇用の不安定さがみられる。新規求人では、
半導体関連が好調な製造業で16.1％増加した。不動
産・物品賃貸業では、レンタカー需要への対応から倍
増している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前月比で減少したものの、前年比では
増加した。内訳としては、フルタイム求人は前月比、
前年比共に減少し、パートタイム求人は前月比で減少
したものの、前年比では増加している。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・今年度は企業の採用意欲が向上しているものの、決
して景気が上昇したわけではないとの声がよく聞かれ
る。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告は前年比で90％の推移となるなど、景気回
復の実感はない。

民間職業紹介機
関（職員）

周辺企業の様子 ・建設下請業者からの声によると、建設資材、作業員
共に関東へのシフトが強まり、関西は意外なほど落ち
込んでいる。

悪く
なっている

－ － －

　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・以前に比べて、安価な価格にこだわる客が少なく
なっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・ここ２か月続いて、客数が前年並みである一方で単
価は前年の103％と、単価上昇が売上を押し上げてい
た。６月は客数が前年の104％、売上は前年の108％
と、より良い傾向に変わった。

競艇場（職員） 販売量の動き ・６月下旬に開催したＳＧ競走で約93億円の売上を確
保できた。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・昼の来客数が増えてきている。多数の熟年者が町を
散歩している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客数が増加し、単価も上昇している。

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・食品が全般的に値上がりしているが、販売点数は落
ちていない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・販売量も客数も良い動きになっている。工事関係者
の来店も朝昼晩を問わず多く、景気は良い。

コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・売上状況からみると、景気はやや良くなっている。

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・来客数は前年からほぼ横ばいであるが、販売量が増
えている。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・景気回復は順調に進んでいる。これといった悪材料
もなく、景気は少し良い方向に向かっている。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

販売量の動き ・山陰や四国方面への観光客の立ち寄りが増えてい
る。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・外国人旅行客を中心に宿泊が好調であり、国内の団
体旅行客も徐々に増えてきた。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月に入って、レストラン等の来客数が若干増えて
いる。また売上も若干増加している。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・欧米等の海外からの宿泊客が好調に推移している。
企業宴席件数も若干増えている。レストラン部門では
高単価店舗の客数は伸び悩んでいるが、全体では客数
が若干増えている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・ボーナスシーズンとなり、夜の乗客が増加してい
る。営業所の売上をみても、前年の102％である。

通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客動向をみると、景気はやや良くなっている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客単価と客数はともに右肩上がりである。消費税増
税から１年が経過し、消費者が慣れてきたのかもしれ
ない。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・プレミアム付商品券が出まわり、少しではあるが客
数増加に貢献している。

家計
動向
関連

(中国)
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商店街（理事） 販売量の動き ・買物時に商品を買うか、やめるか迷う場合に、以前
に比べて後者を選択する客が増えたという声をよく聞
く。当店でも同様である。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・得意先も来店客も価格に対して敏感になっており、
なかなか高額商品が売れない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・全体的に客に買い控え傾向がみられる。また予約後
にキャンセルする客も増えている。

一般小売店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・商店街の空き店舗が埋まり喜んでいたが、今度は別
の店舗が閉店した。なかなか商店街の空き店舗を解消
できない。

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・地元では相変わらず低調な景況が続いている。先
月、我が商店街の総会を開催したが、商店街の疲弊か
ら赤字に転落した。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・６月の売上は前年の98％の見込みである。これは７
月にクリアランスセールがずれた影響であり、２か月
間トータルではほぼ前年並みの売上になりそうであ
る。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・全館の売上は前年の85％、来客数は75％と、依然と
して低迷が続いている。５月と同様に、ヘアーサロ
ン、エステやまつ毛エクステ等のサービス系店舗では
好調が継続しており、80％の店舗が前年を超えてい
る。ただ当館は退店店舗の後継テナント探しに苦慮し
ており、当面は苦しい状況が続くと覚悟している。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・５月にリモデルオープンした食品売場の集客によ
り、来客数自体は大幅に増えているが、全館への波及
効果は想定よりも小さい。前年は夏のクリアランス
セールを６月に開催したが、今年は７月に後ろ倒しに
なる。客の買い控えも予想されるため、売上は良くて
も前年並みの見込みである。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・ギフト商戦がスタートし、夏セールも近づいてい
る。お中元では送料込みのギフトや15％オフの早期割
引が人気を集め、前年以上の売上である。客は単価に
はシビアなままであるが、件数と客数はともに増加し
ている。反面、夏セールでは大手アパレルを中心に
セール時期が７月中旬に移行したため、ファッション
部門は苦戦傾向となっている。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・衣料品関係は前月と同じ状況である。夏物商戦に
入っているが夏物の動きが良くなく、またクリアラン
スセールでも今までのように客がまとめ買いする姿は
見られない。ただし客が宝飾品や時計等の高額品には
金を惜しまないという傾向は変わっていない。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・夏のボーナス支給状況から判断すれば、景気は回復
傾向にあるかもしれない。ただ夏セールはさみだれ的
に始まったため、パワーが感じられない。景気はしば
らく現状維持的な状況が続く。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・有名ブランド品や美術品は引き続き売れてはいる
が、前年のような勢いはない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客単価や販売点数に変化は見られない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・商品の度重なる値上げもあり、客の購買動向に変化
はみられず、また改善する傾向もない。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・デザインや機能性などの付加価値を求める客が減少
傾向にある。購入に際しては価格を比較するのみで、
安価な商品を選ぶ客が圧倒的に多い。

スーパー（管理
担当）

単価の動き ・客単価に変動はなく、３か月前と比べて景気は良く
も悪くもない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・中食商品等の販売状況はあまり変わらず、客数の動
向も変わらない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・客単価は上昇傾向にあるが、購入点数が伸びていな
い。

コンビニ（副地
域ブロック長）

それ以外 ・個人の交際費の使用額を見る限り、景気に変化は感
じない。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・３か月前に比べて景気に変化はなく、販売は依然と
して不振である。客の節約志向が更に高まっている。

家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・エアコン等の季節商材が動かない。夏のボーナスに
期待する。

乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・販売状況はあまり良くないが、来客数に大きな変化
は出ていないため、景気は現状を継続する。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・ボーナス商戦に突入する時期であるが、来客数は前
年割れしたまま推移している。
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乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・客の来店数が特に増えている様子はない。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・何も目新しい景気対策もなく、景気が良くなる要素
は見当たらない。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・店舗によって多少の増減はあるが、全体の客数に大
きな変化はない。

その他専門店
［時計］（経営
者）

お客様の様子 ・地方では株高やベースアップによる景気浮揚感はな
く、当店でもなかなか高額品の購入に至らない。都市
部と地方では景気のスケールも変動要因も違うので、
画一的な景気対策を実施しても地方経済の浮揚は難し
い。

その他小売
［ショッピング
センター］（運
営担当）

お客様の様子 ・近隣に大型ショッピングモールがオープンした影響
は大きいが、それにより客の購買意欲が上がっている
ようには感じない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・テレビ等で景気回復の兆しを報道するが、地方では
その兆しは見えない。実質的な所得向上がないためと
感じる。

一般レストラン
（外食事業担
当）

お客様の様子 ・売上をみると４月は前年の109％、５月は102％、６
月は中途であるが107％であり、良い流れが継続して
いる。メニューに平日の食べ放題を加えたところ若い
ファミリー層の来店が増加し、逆に週末の売上は少し
前年を下回り、前年の98％程度で推移している。支払
額があらかじめ決まっている食べ放題を選択する客が
多いのは、ある意味では節約志向の反映とも考えられ
る。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・客数は先月より少し多くなった。ボーナスが出て、
月後半には客数が伸びたが、景気が良くなったためで
はないと思う。

観光型ホテル
（宿泊担当）

単価の動き ・単価的には相変わらず安価なものを希望する客が多
く、景気が良くなっているとは思えない。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・景気が本当に良いのかどうか判断できない。現状は
景気が良い企業が３割で、悪い企業が７割であると感
じる。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・販売商品について、高額品を選択する客と安価品を
選択する客の二極化が進んでいる。

タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前からは景気に変化はなく、どちらかと言え
ば悪くなる傾向である。日中も夜間も乗車客は減少し
ている。まわりには景気が良い会社も多いが、タク
シー業界には好景気が波及していない。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・モバイル系仮想移動体通信事業等の新サービスへの
関心は徐々に高くなっている。携帯キャリアからの乗
り換えでは、単純にはコスト削減となるが、関連サー
ビスを加えると価格上昇になることにも客は抵抗感を
持たない。

通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・ボーナス商戦前であり、販売にはほとんど動きがな
い。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・入館者数や商品販売高等には前年同月比で変動がな
い。

テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・団体客が減少している。原因としてはバス料金の制
度変更が大きい。

ゴルフ場（営業
担当）

それ以外 ・国内客の動向は３か月前に比べて変わらず、事前予
約は好調である。韓国からの来場者がＭＥＲＳ（中東
呼吸器症候群）の影響で減少した。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者と話しても、景気が良いという店はない。単
価を下げれば客は増えるが、価格を元に戻せば客はま
た減るという話も聞く。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・３か月前に比べて景気に変化はない。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・住宅建築にコストをかける客はいない。客は相変わ
らずコストダウンを要求する。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・消費税増税から１年以上が経過したが、戸建て住宅
の引き合いが減少した状態が変わらない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・依然として住宅購入に慎重な客が多く、低調な状態
が継続している。

住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・住宅販売に係わる客との折衝では、客の購入意欲や
慎重さは以前と変わっていない。
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やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・夏のバーゲンセールを始めている。天候不順の影響
もあるが、売上が悪い状況が続いており、前年を下回
りそうである。客の財布のひもは固いという表現では
不十分な感じであり、今までに経験がないほど売上が
低迷している。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・６月初旬に祭があり、当商店街の客数は多かった
が、景気は３か月前と比べて頭打ちの状況である。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少気味であり、印鑑等の注文も少ない。

一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・６月は中旬以降に販売点数が伸び悩んだ。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・クリアランスセールの開始が前年より遅くなり、正
価品の売上増で補おうとしているが、前年実績の確保
は難しい。またインバウンド効果も地方では期待でき
ない。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・衣料品の動きが悪く、特に紳士衣料が苦戦した。父
の日需要も今一歩であった。

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・既存店の来客数は５月までは前年を上回っていた
が、６月に入りほぼ前年並みになっている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・野菜の高騰が続き、家計への影響が大きく、ますま
す消費者の購買意欲が低下している。メディアは東京
の景気は良いと報道するが、地方の現状は厳しい。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・６月の販売量は前年の80％と大変厳しい。特に軽自
動車は３月に自動車税増税前の駆け込み需要が起こっ
たため、４月以降は大変厳しい状況となっている。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィークに大規模な家具販売イベントを
開催したところ、多くの来場者があったが、イベント
後は反動が出たのか、来客の落ち込みが続いている。

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・地域活性化をがんばっている街とそうでない街の間
に、差が出てきている。当市は行政がまちづくりにあ
まり力を入れておらず街の活性化が遅れているため、
客の消費が鈍い気がする。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

販売量の動き ・バーゲンセールを始めている。例年であれば数点の
セール品をまとめ買いする客も多いが、今年は１点購
入の客が多い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・３か月前に比べて予約の伸びがやや鈍く、６月の客
数は低迷している。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・６月は広島三大祭りの一つである「とうかさん」が
開催されたが、例年に比べて来客数が少なく、屋台の
数も少なかった。当店も屋台に出店したが、前年に比
べて購入者が少なかった。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・宿泊客は増加しているが、宴会の受注やレストラン
の来客数は低迷している。大型イベントが少ないこと
もあるが、物価上昇が個人消費に影響している。

通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・放送サービスの契約件数が低調である。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・イベント等の来場客数が伸び悩み、成約率も低下し
ている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新年度に入り、住宅の耐震改修等補助金制度が始
まったが、客からの依頼はほとんどない。

住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・５月までは客からの問い合わせも多かったが、６月
に入り急激に減っている。

悪く
なっている

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・６月は年間でも来客が見込める月であるが、今年の
来客数は前年の85％と期待はずれである。特に週末の
土日の来客数が前年の80％と少ない。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

来客数の動き ・来店客が激減している。特にバス新料金制度の影響
により、バス利用の日帰り団体客の減少が目立つ。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・多忙な状況が続いている。

やや良く
なっている

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・確信は持てないが、住宅市況がようやく回復する気
配を感じる。

建設業（総務担
当）

競争相手の様子 ・受注の際に競合する状況が出てきている。

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・流通業の客では情報通信への設備投資の話題が出始
めており、予算取りに向けた提案機会が増えている。

企業
動向
関連

(中国)
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金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・取引先企業の４～５月の業況をみると、前年同時期
に比べ改善している企業が多い。３か月前と比べる
と、企業に投資意欲が強くなっている。また個人消費
で言えば、マイカーローンや新築住宅ローンの申込客
が増えており、景気は良くなってきている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・客からの受注が上向きになっている。企業からも販
売促進的な動きが出ており、景気は良くなっている。

変わらない 食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・ＯＥＭの委託元で商品クレーム問題が発生し、当社
のＯＥＭ生産も計画どおりには進まなかったため、全
体の生産計画を見直した。売上は４～５月でかなり回
復し、６月は落ち着きつつあるが、今後についてはな
お不透明感がある。

繊維工業（統括
担当）

受注量や販売量
の動き

・景気に変化は見られない。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・当社は素材産業メーカーであるが、前年に比べて販
売量が増えていない。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・鉄鋼業の減産の影響で鉄鋼向け生産が低迷してい
る。セメント向け受注は好調であるが、鉄鋼向けをカ
バーするには至っていない。

非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・社内に複数の事業領域を設定しているが、事業領域
によって受注量にバラつきがある。

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量にここ３か月大きな変化はなく、現状の生産
能力並みを確保している。

一般機械器具製
造業（経理財務
担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量が伸びてこない。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年同時期に比べて受注量に変化はないが、商談件
数は増加している。反面、コスト上昇分は利益から差
し引かれる状況であるため、適正な利益確保が厳し
い。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・長期内示に対して製品別には増減はあるが、総量は
ほぼ内示どおりとなっている。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・この先１年の工事は目途が立っている。県内の大型
物件は一段落した状態であり、著しい人件費等の上昇
も感じられない。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・ものの売り方や買い方に変化があり、物流にも動き
が出ている。新しい市場に向けて情報発信に努めてい
るが、市場の需要をつかみ切れず、まだ需要の予測は
難しい。

輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・状況はここ数か月変わっておらず、輸出入と国内輸
送はともに荷動きが安定し、数量的にもおおむね堅調
である。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・マイナンバー制度が開始されるに当たり、一時的に
セキュリティ商材が伸びている。ただ中小零細企業や
個人事業主には積極的な設備投資はみられない。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・自動車完成メーカーでは、低燃費車の売行き好調が
続き、新発売の新型スポーツカーの受注も絶好調と
なっている。操業については残業１～２時間と月に１
回程度の休日出勤で対応中である。部品メーカーでも
同様で、過去最高益の企業が多い。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・３か月前と比べて製造業の業績は低下しており、受
注状況も足踏み状態である。また飲食店では来客数は
若干伸びてきているが、材料費の値上がりにより利益
は増えてない。

やや悪く
なっている

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・在庫調整局面の中、５～６月にかけて各需要分野で
一段と活動が鈍っている。取引先からは仕事量を確保
することが大変だと聞く。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は予算比10％減である。夏場の生産は自動車
関係や電子部品関係が低迷し、予算比で７～10％の減
少である。秋以降の動きはどうなるか、７月に見極め
る必要がある。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来店客数及び成約件数が減少している。
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悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・５月を３か月前の２月と比較すると、水揚げ量は
926tの減少、水揚げ金額は１億2,456万円の減少で
あった。水揚げ量と水揚げ金額の減少理由は沖合底引
き漁や大中型巻き網漁の減少である。５月単月の前年
比は、水揚げ量が171tの減少で前年の83％、水揚げ金
額が2,620万円の減少で前年の91％であった。水揚げ
量と水揚げ金額の減少理由は沖合底引き漁や大中型巻
き網漁の減少である。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売単価と販売数量はともに落ちている。

化学工業（経営
者）

それ以外 ・突発的なプラント不具合により原料不足を招き、減
産を余儀なくされている。６月の業績への影響は多大
である。

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず円安により輸入材料が高騰しており、コ
スト高につながっている。また海外向けは好調である
が、国内販売はいまいちであり、在庫調整も入り受注
量が激減している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・雇用については引き続き企業側の学生獲得の意欲が
高いように感じる。これから採用活動が本格化してい
く模様である。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・求人ではコンビニの新店舗開店に伴う募集などで、
卸売・小売業が前年同月比で３割増となった。また医
療・福祉業も２割増となるなど、求人が増加した業種
が多く、求人全体でも１割増と増加傾向が続いてい
る。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

周辺企業の様子 ・今夏に管内に工場進出があり、秋には大型ショッピ
ングタウンがオープンするなど求人活動が活発であ
り、応募者も多い。また人材派遣業では登録者が増加
しており、自動車関連で100人規模の大口派遣受注が
あった模様である。近く営業所増設も予定していると
聞く。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・中途採用の目的は、欠員補充から事業拡大のための
増員、さらには次世代人材発掘のための採用と、変化
が生じてきている。

変わらない 人材派遣会社
（支社長）

周辺企業の様子 ・派遣の受注数は引き続き高水準で推移している。受
注背景をみると、退職者の補充を自社でまかなえない
という理由が多く、一時期のような生産や売上拡大に
よる前向きな採用という案件は非常に少なくなってい
る。

人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・求人は増えているが、求職者の動きが鈍く、求人に
対してマッチしていない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・以前から人手不足であった土木・建築業では人手不
足がいよいよ深刻になっており、特に職人系の技能者
が確保できないとの嘆きが多い。小売業やサービス業
では、パートやアルバイトの時給が上昇して従業員の
転職が激しくなったため、必ずしも希望する人材を補
充できない悩みを抱える事業所が増えている。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・新規求人数と新規求職者数はともに３か月前に比べ
て微増であり、雇用環境に変化は見られない。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新規求人は前年同月と比較して減少したが、有効求
人倍率は依然として高水準にある。人手不足の状況は
続いているので、求人への応募者が少ないことなどか
ら、企業は求人を見合わせているものと思われる。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・報道等によれば世の中は複雑に動いているようであ
るが、具体的な変化を実感することはない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（経営企画担
当）

雇用形態の様子 ・改正派遣法の施行などにより、人の働き方が大きく
変わる。この秋にかけては、営業活動以上にコンプラ
イアンスを再徹底した体制強化が問われる。

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

周辺企業の様子 ・駅前の大型ショッピングモールの集客がオープン当
初に比べて落ちてきており、周辺の空きテナントを埋
める計画もあまり進んでいない。

雇用
関連

(中国)
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悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（事務局
長）

来客数の動き ・週末を中心に、インバウンド観光客を含め多くの人
でにぎわっており、消費マインドは高まっていると感
じる。ただし、商品構成、業種・業態により、売上の
好不調は大きく分かれて、事業者間での業績格差が広
がっている。

商店街（代表
者）

それ以外 ・プレミアム付商品券の発行が近付き、消費マインド
が上昇してきているように感じる。

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・売上は店頭、外商共に、前年並みの状態である。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・建設業関係者の来店が増え、今月の売上は先月に比
べて８ポイント増加している。

乗用車販売店
（役員）

来客数の動き ・６月は前年と比べ、新車受注は横ばい、登録も伸び
ていない。７月から新車投入があるため、期待してい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・乗車人数等は３か月前とほとんど変わりないが、売
上は約１割増加している。また、タクシーチケットの
利用頻度が高く感じる。

通信会社（支店
長）

販売量の動き ・４～５月は低調であった売上が、６月は少し上向い
てきている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・梅雨で湿度が高いので、駆け込み客が多い。

設計事務所（所
長）

それ以外 ・大手だけでなく、地元の建設会社でも、仕事が飽和
状態になっている会社が複数ある。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・飲食関連業が増加し引っ張っているが、客の絶対数
が減少しているため過当競争となり、厳しい状況と
なっている。

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・月前半は客数も少なく、繁華街を歩く人も少なかっ
た。天候の回復や夜市が始まった後半は人出も多く、
来店数も伸びた。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・顧客は買いたい物しか買わないという状況にある。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・６月下旬まで前年を上回って推移したが、セール開
始が７月にずれ込んだことで、６月の前年実績確保は
難しい。

スーパー（店
長）

それ以外 ・来客数や客単価は前年並みで推移しており、景気が
悪いとは感じない。ただ、天候の影響もあるが、来客
数が伸びず、景気が良いと判断するには至らない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・消費税増税の影響は一服し、原料の値上げや円安の
影響などで商品単価が上昇したことで、売上は上向い
ている。しかし、客数は伸びていない。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・販売量がなかなか伸びない。

コンビニ（総
務）

来客数の動き ・天候や気温に大きく左右される。梅雨に入り、再び
売上が前年割れしている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・４～５月はある程度良かったが、６月は翌月にバー
ゲンを控えているせいか、期待していたより悪かっ
た。

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・単価上昇により客単価がプラスになっているが、来
客数が減少しているため、売上は前年を下回ってい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税による影響から抜け出せず、低迷を続け
ている。個人消費の冷え込みが想像以上に長引いてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・賞与の支給額に企業間格差が広がり、賞与の結果が
客の消費に対する考え方にも反映されているように感
じる。

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

来客数の動き ・昨年は６月末にスタートした夏のセールを、今年は
７月スタートとしたため、６月末は苦戦している。７
月に入れば、元に戻るだろう。

家計
動向
関連

(四国)
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観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・客の数は少し増えてきているが、売上はあまり増え
ていない。当旅館のように客単価を高く設定している
ところは、かなり厳しい。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・レストラン部門は、来客数がやや戻ってきている
が、単価が依然として上昇していないため、景気が良
くなったという実感がない。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・国内個人旅行は堅調であるが、単価の高いロング方
面を中心に海外個人旅行が回復していない。

通信会社（企
画）

お客様の様子 ・前月と比べて、引き合い数も増えておらず、変わら
ない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新商品が出そろい、当面は一定の販売量が見込める
だろう。

競艇場（職員） 販売量の動き ・６月の売上は二けたの減少となった。その原因は、
本場開催日が約一節分（６日間）少なかったためであ
り、同じ開催日数であれば、ほぼ横ばいであったと思
われる。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・来客数、客単価共に低い状態が続いている。

やや悪く
なっている

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・６月に入ってから、売上高、来店客数、単価すべて
が悪くなった。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数が少なく、販売量、客単価ともかなり下落し
ている。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・６月は、土日の来客数が平日並みまで落ち込んでい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・１～３月に軽自動車増税の駆け込み需要が起こり、
その反動減が４月以降続いている。

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

販売量の動き ・夏物衣料の売上が非常に悪くなっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・四国霊場開創1200年記念行事が５月で終わったた
め、６月はお遍路客が大きく減少した。お遍路客の収
入が大きかったためその影響が大きく、街に出てもそ
んなに動いていないことから、しばらく厳しい状況が
続くだろう。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・週末の来客数の動きが前年と比べて弱い。雨の日が
多いなど天候による影響で来場者が減っている。

悪く
なっている

一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・料飲店への納品が減少している。消費者の財布のひ
もが固く、ディスカウント商品でないと売れない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（商品統括）

それ以外 ・人手不足が深刻な状況にあり、人件費の高騰は必然
となっている。業務用食品の好調な売上状況から、消
費の活性化を感じる。

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・５月に続いて６月も、全国的に小売店店頭の動きが
活発である。特に、都内百貨店や京阪神など海外から
の観光客が訪れる地区の小売店が順調である。

木材木製品製造
業

受注量や販売量
の動き

・取引先の住宅契約件数が回復してきたとの情報もあ
り、見通しに明るさが出てきた。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・再生可能エネルギー買取価格の変動や規制があるに
もかかわらず、大型の太陽光発電施設の建設をはじ
め、受注量は計画通りに推移している。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注単価は上昇している。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・得意先での販売価格がデフレ傾向から脱していな
い。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新しい化粧品関係の受注が好調に推移しているの
で、売上、景気共に良くなっていくだろう。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注状況に大きな変化は見られない。

建設会社（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は減少しているものの、販売量は横ばいの状
態である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年度の工事の発注が、予定よりもやや遅くなって
いるため、受注は減少している。その受注量の減少額
が小さいことに加え、前年度の手持ち業務がまだ残っ
ていることから、売上は微減にとどまる。

企業
動向
関連

(四国)
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建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・とにかく受注が伸びない。

通信業（部長） 受注量や販売量
の動き

・前年度は料金制度の変更を受け受注数が拡大したも
のの、それも一巡した感があり、今年度の受注量は例
年どおりの状況となっている。

金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・単価が上昇していることで売上が増加傾向にある企
業が多いが、利益に変化はあまりない。

公認会計士 取引先の様子 ・今月の決算、試算表の状況などから見ると、一部好
転している企業もあるが、全体的には前年と比べ変化
がない。

やや悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・３か月前に比べ販売量の減少が見られる。ただし、
季節要因の影響を除けば、減少幅は僅少である。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・円安による調達価格の上昇から、事業の縮小や事業
からの撤退が散見される。また、円安は原油価格にも
影響し、燃料の高騰がみられる。

輸送業（営業） 受注量や販売量
の動き

・先月に引き続き、発送・到着貨物共に例年の取扱物
量を大幅に下回った。特筆すべきは春先に長引いた天
候の悪影響による青果物出荷量の減少であり、過去に
例を見ないぐらいの大幅な減少幅となった。青果物の
出荷量減少は、消費地への安定供給に支障を及ぼし、
販売価格の高止まりを招いている状況にあり、消費者
の購買意欲低下につながる。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・派遣登録に来社する求職者が著しく減っている。現
在所属する企業での勤務継続、もしくは正社員への間
口が広がったことで転職に成功した事例が散見され
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人が順調であり、正規雇用は約６割ではある
ものの、求人倍率も過去にない様子となっている。

変わらない 人材派遣会社
（営業）

雇用形態の様子 ・求人企業は増加の兆しはあるが、求職者数は求人
ニーズに比例して増えてはいない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月の新規求人数は、前年同月比27.7％減となって
いる。建設業を除いて、全般的に減少している。

民間職業紹介機
関（所長）

採用者数の動き ・企業訪問、就職セミナ－等において、来春の採用人
数を確認しているが、前年と変わらないという企業が
多い。また、該当する学生がいなければ、採用人数を
減らすという企業も多く見られる。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・求職者が減少している。求人数は増えているが、ミ
スマッチが目立ち、就労につながらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・車が売れていないとの話を聞くほか、建設中の建物
や新規出店も止まっている。求人広告は好調を維持し
ており、企業は人手確保には動いているが、販促の動
きは鈍い。

職業安定所 それ以外 ・５月の有効求人倍率は1.07倍で、３か月前に比べ
0.13ポイント低下している。

悪く
なっている

－ － －

　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・４月に駅ビルがオープンし、その後、美術館もでき
たので、３か月前に比べると商店街の来街者はかなり
増えてきている。ただ、なかなか売上に結びついては
いない。状況としてはどちらとも言えないが、３か月
前に比べるとかなり良くなっているようだ。

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・飲食店向けの卸売、個人客向けの小売が共に好調で
ある。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・小売業者同士で話していると、「みな、何を食べて
いるのだろうか」という会話になる。それほど小売で
食料品が売れてないようだ。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・エリアにある同業者3店舗のうち、前年同月比100％
を超えたのは２店舗。当店の状況は、前年同月比で見
ると、来客者数が89％、衣料品が88％、家庭用品が
91.4％、雑貨が109.3％、食品が98.5％、大型催事で
の売上が93％とあまり良くない。ただし宝飾品は外商
が好調で、135.7％と伸びている。

百貨店（店舗事
業計画部）

お客様の様子 ・化粧品や紳士衣料、生鮮食品や酒などを中心に堅調
な動きが続いており、一定頻度で買換えのある商品の
売上が増えている。また、ハレの日は良いものを贈ろ
うとする動きが顕著で、母の日・父の日ともに単価・
販売量がアップした。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・アベノミクスに対する期待感なのか、ボーナスへの
期待なのかはわからないが、客の動きが良くなってき
ている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食料品を中心に買上点数が前年を上回っている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上、単価共に３か月前より改善している。

スーパー（統括
者）

販売量の動き ・販売額が３か月前よりも増加している。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・当店の客は目的買いの来店が大半で、衝動買いで来
店する客は少ない。客単価が上がってきたということ
は、目的買いに衝動買いがプラスされていると推測で
きる。景気が上向いている証拠だ。ただ、地域では
チェーン展開の競争が厳しく、全体の売上が落ちてい
る状況は変わらない。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・客数、売上はまだ伸び悩んでいるが、客単価が少し
高くなっている。買上点数が増えたのではなく、商品
１点１点のプレミアム化が進んでいるためだ。安い商
品より、若干高めのオリジナル商品のほうが動きがい
い。

家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・消費税増税の影響も一巡し、夏商戦に入り、夏物家
電の動きが活発化してきた。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

来客数の動き ・売上自体は微増だが、若干新規の客が増えている。
夏に向けてコーヒー需要が高まり、ギフトの時期にも
なる。それらを買おうとする客が、新規も含めて増え
ている。

ドラッグストア
（部長）

販売量の動き ・計画に対する実際の売上高の比率が、３か月前に比
べて良くなっている。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・毎日の雨で来店客は少ないが、以前より販売量が増
え、売上も随分改善してきた。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・プレミアム付商品券が発行されており、その影響で
来客が増えている。

都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・５月は前年比、予算比ともに良くなかったが、６～
７月は予算をクリアしている。宴会ごとの集客人数も
伸びている。

旅行代理店（企
画）

お客様の様子 ・海外需要は低迷が続いているものの、国内需要が堅
調に伸びている。

設計事務所（所
長）

販売量の動き ・仕事量が増えていて、引き合いも増えている。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・不動産仲介への問い合わせが非常に増えてきてお
り、物件によっては動きが良い。高額物件に対する問
い合わせが増えており、一般的な物件については動き
が鈍いという状況である。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数は３か月前と比較すれば変わらず増加してい
るが、客単価が減少している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・梅雨の時期は例年売上が上がらないが、今月からの
プレミアム付商品券の発行により前年並みの販売量を
維持している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・６月にプレミアム付商品券を発行したが、その影響
は少なく、芳しくない状況だった。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月は、天候の変化が激しかった。当商店街の主な
客は高齢者だが、彼らは雨の日は近くのコンビニエン
スストアで用を済ませることが多い。

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・長雨の影響により全国の産地で野菜の生産・出荷が
少なく、相場がかなり高騰している。梅雨は売上が伸
びにくいということもあり、ダブルパンチとなってい
る。
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百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・前年の消費税増税による買い控えの反動もあり、３
か月前と比べると消費者は購買意欲はある。しかし、
アパレルのテナントへのヒアリングではセール待ちの
客が多く、実売に結びついていないとのことである。
登山トレッキング用品店は火山噴火の影響等で非常に
厳しい状況だ。飲食については近隣競合施設の工事閉
鎖の影響で好調だが、一過性のものと判断している。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・買上単価と売上金額は短期ではダウンしているが、
年単位で見ると横ばいで推移している。お得様特招待
会や自社カード会員催事は共に好調である。また、プ
レミアム付商品券の販売には特設会場に行列ができ予
定数を完売した。同時期開催の物産催事での即日利用
で、高額商品の売上に貢献した。購買の二極化は継続
しており　貴金属、美術品、婦人雑貨、時計、メガ
ネ、家具、家電等高額品は好調の反面　主力の婦人衣
料は苦戦が続いている。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・６～７月は良くなると予想していたが、６月に入っ
てからの客の動きは活発ではない。天候要因があるの
かもしれないが、ボリューム層の衣料品が非常に厳し
い状況が続いている。例年お中元の早期受注が６月か
ら始まるが、動きがいまひとつだ。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・夏物衣料やお中元商戦の最盛期に入ってきたが、客
の購買は慎重だ。必要以外のものは決して買わない客
もいる。プレミアム付商品券の予約販売についても、
制約が多すぎて分かりづらいので買っていないという
客が大半だ。

百貨店（経営企
画担当）

販売量の動き ・先月より入店客数の減少と比例し、売上高も減少傾
向にある。婦人服を中心とした衣料品が低迷してい
る。

百貨店（営業統
括）

お客様の様子 ・４月の消費税増税から１年経って、買い控えの反動
を期待したものの購買の戻りが弱い。特に高齢層の婦
人の購買が減少傾向にある。

スーパー（店
長）

単価の動き ・食料品、特に生鮮関係は順調に推移している。なか
でも精肉、野菜は相場高が続き、売上は順調に推移し
ている。だが、衣料品がかなり厳しい状況となってい
る。

スーパー（総務
担当）

それ以外 ・衣料品の売上は前年を若干下回っているが、住居用
品・食料品は前年を上回って推移しており客数も増え
ている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・前年の消費税増税による買い控えからは回復傾向に
あり、ようやく一昨年のレベルで推移している。比較
的付加価値の高い高額商品の動きが良い。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・今月は天候不順で客足が鈍化する日が多く、売上に
大きく影響している。来店する客が減り、客単価も低
い。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・梅雨入り以来、客足は途絶えたままである。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・来店する客は２～３か月前とあまり変化がない。景
気も変化がない。

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・６月は肌寒い日があり、そこまで夏物が売れなかっ
た。後半はセール待ちの客が多く、物の動きとしては
あまり良くない１か月であった。

衣料品専門店
（総務担当）

競争相手の様子 ・他店の話によると、ミセス層の比較的価格の高くな
いゾーンは、婦人服の動きが悪いそうだ。これは当店
と全く同じ状況である。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・１年前の消費税増税による買い控えの反動で、４～
５月については前年比では悪くなかったが、６月は天
候不順の影響が非常に大きく、今月の景気が少し悪い
原因である。

家電量販店（総
務担当）

競争相手の様子 ・チラシ等の広告の効果がほとんど出ない状況が続い
ている。

乗用車販売店
（代表）

競争相手の様子 ・同業者から良い話を聞くことがない。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車販売台数が低調である。特に主力の小型車が伸
び悩んでいる。大型イベントを実施しても客の動きが
鈍い。

住関連専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・今月は大きな催事がなく、売上は低調である。新規
企画は少しずつであるが軌道に乗りつつある。
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その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・燃料油の小売価格は徐々に上昇傾向にあるが、客は
価格の上下に理解を示してくれている。また、そろそ
ろ賞与が支給され、昨年より増えたとの声を聞く。地
場企業は７月支給が多く、前年並みだろうと聞いてい
る。

その他小売
［ショッピング
センター］（広
報担当）

販売量の動き ・消費者の消費行動が多様化している。特にネット
ショッピング、ネットスーパーなどの売上拡大が顕著
で、その分、店頭での販売が伸び悩んでいる。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

販売量の動き ・客数に伸びはみられないが、インバウンドなどで前
年の売上は確保できている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・月初はそこまで忙しくなかったが、中旬以降、株主
総会などで予約が多くなり、珍しく忙しい月となっ
た。２～３か月前と比べても良かった。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・先月と変わらない。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・毎年のことであるが、雨が多くて客足が伸びないの
と、また市内では桜島の噴火で客のキャンセルが若干
あるようだ。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・外国人観光客の消費に支えられているのが実感でき
る。

都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・昨年秋からのインバウンドの増加傾向が、そのまま
続いている。直前の予約が多いが、非常に動きは活発
である。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・回復傾向にあった韓国であったが、６月に入りＭＥ
ＲＳ（中東呼吸器症候群）の影響で個人旅行の取消、
団体旅行の行き先変更が目立ち、前年の７割減の状況
である。変更先は国内が多い。

タクシー運転手 来客数の動き ・６月は天候に左右されることが多いが、今年は昨年
とほぼ変わらなかった。ただ、イベントや観光客が多
い週末と少ない週初めとの売上の格差が大きい。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は新しい駅ビルがオープンしたのである程度期
待していたが、期待よりも客の動きが悪いようで、売
上も伸びなかった。また夜の繁華街も相変わらず客が
少ない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今年は雨ばかりで県外客が多く、夜もビアガーデン
等に行く人が少ないのでタクシー利用が伸び悩んでい
る。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・前年を上回る予約数だったので期待していたが、雨
が多く、１日中稼働できたのが６日間であった。ゴル
フ場には厳しい天候だった。ただ、予約が多かったと
いうことはプラス材料である。

競輪場（職員） 競争相手の様子 ・他の公営競技での記念競走の発売金が、前年と同額
か若干減少気味である。

競馬場（職員） 販売量の動き ・ここ数か月安定して景気が良い。今後もしばらくは
良いと予想される。

美容室（店長） お客様の様子 ・給料が上がったとか、景気が良いという話は聞かな
い。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

来客数の動き ・新規の入会契約は、成人はほぼ前年並。幼児・小中
学生は減少傾向となっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・町内のテナントの撤退が目につく。その後、入店す
るテナントが少ない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・年度が替わる月に比べると確実に販売量は減少す
る。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・梅雨の時期は来客数はかなり少ない。この時期は何
をしても効果がなく、梅雨が終わるのを待つしかな
い。来店者数は少ないが、価格が低い麦茶の売上は例
年と変わらない。ペットボトルのお茶だけは、販売量
が増えている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・昨年も雨天日数が多かったが、本年はそれ以上の雨
天日数となり、客の来街モチベーションの低下が見受
けられる。

百貨店（企画） 販売量の動き ・競合の出店による影響が若干見受けられる。
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スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月は雨の日が特に多かったので、客数がかなり伸
び悩んでいる。景気は非常に悪い状況となっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・昨年の６月は、消費税増税から３か月目で、買い控
えが落ち着いてくるような状況だった。今月は生鮮食
料品を中心に好調で、特に相場の高い青果で前年をク
リアしている。ただ先月からは、少し落ちている状況
である。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・５月と比べると、力強さがない。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・販売量は前年比プラスだが、３か月前と比べると
５％減となった。雨が続き、晴れた日がなかったとい
うのが要因だ

衣料品専門店
（店員）

来客数の動き ・雨の日が多いため来店者数が減っている。特にフ
リー客の減少が目立っている。上得意客の来店はある
が、たまに１～２点購入するくらいのＯＬ客が来なく
なっている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・４月から新型車種の投入もなく、受注台数がなかな
か伸びてこない。

タクシー運転手 来客数の動き ・年金支給日は売上が良かったが、それ以外はいまい
ちだった。公務員のボーナスが出た後はいくらか持ち
直したが、全体的として悪い。

通信会社（営
業）

販売量の動き ・春の異動時期を終え、販売量の低下が目立ってきて
いる。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・夏場に向かって景気の回復を期待したが、６月は非
常に悪い状態であった。これから景気が上がっていく
には何かテコ入れが必要である。

音楽教室（管理
担当）

来客数の動き ・これからは受験期に入るので、減少傾向になる。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

単価の動き ・４月の介護報酬マイナス改定の影響により、前年度
より売上・利益とも悪化している。また人員確保も少
しずつ困難になってきていることで、サービス提供量
も上限が出てきており、さらなる収益悪化が見込まれ
る。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・とにかく物が売れない状況なので、非常に厳しい。
中高年以上向けの商品を扱っているが、購買意欲が低
い。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・６月は、卒業式や母の日などの花の需要があるイベ
ントが少なく、単発の注文も取ることができずに、例
年通り厳しい月となった。これから先、暑くなるの
で、さらに厳しくなる。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・同業者、仕入れ先ともに今月に入ってからの売上が
悪いという声を聞く。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・今まではやや悪くなっているぐらいだったが、最近
はさらに客が減っている。価格が安い競争相手が増え
たこともあるが、他のサービス業もどこもひまなよう
だ。つぶれる美容室も増えておりおり、景気は悪く
なっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・売上金額ベースの指数を見ると、６月は例年90程度
であるが、今年は100以上行きそうだ。商業施設のな
かでもホテル用家具の需要が大幅に増えている。首都
圏のホテル建設は予測通りに拡大しているが、首都圏
以外の地方都市も海外からの観光客増に対応するため
に出店を加速している。その影響で家具の需要が増
え、大口案件の受注に繋がっている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・機械設備製作、機械部品加工とも受注状況は順調で
ある。

電気機械器具製
造業（取締役）

受注量や販売量
の動き

・車載関連で注文が増えている。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・受注量だけで判断すれば良い方向になっているが、
着工までに準備期間があるので、現在はまだ良くなっ
ていない。ただ官公庁の発注が多くなってきたので今
後は期待できる。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・軽自動車を中心に自動車販売は、やや力強さに欠け
る。一方、雇用・所得環境に改善傾向があり、百貨店
やスーパー等では売上が回復傾向にある。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・耐久財を除き、小売業者からは軒並み景気の良さを
実感しているとの声が上がっている。特にインバウン
ド消費は好調のようだ。

企業
動向
関連

(九州)
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金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・中小企業全般に設備投資に係る借入の申込相談が増
えてきた。売上も増加しつつある。

経営コンサルタ
ント（社員）

取引先の様子 ・陳列棚を増やす店が増えている。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・受注件数や問い合わせ件数が増えている。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・６月はやはり梅雨の影響もあり、販売は厳しい。当
初の計画を少し下回りそうである。７～８月が原料不
足と予想され在庫に回したこともあるが、冷食向けの
販売が計画を下回りそうだ。居酒屋関連とスーパー関
連は営業努力もあり計画を上回る予定である。

繊維工業（営業
担当）

取引先の様子 ・受注が多くなってきたが、ここにきて、取引先が慎
重になっている。そのため、受注状況は昨年と変わら
ない。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・引き続き、生産や販売の状況は良い状態が続いてい
る。

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・受注量、売上ともに４月から大きく変わらない。例
年、第１四半期は低調である。

輸送業（総務） 受注量や販売量
の動き

・株価上昇の記事は見るが、実感はない。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・企業活動においても、個人活動においてもそう変わ
りはない。変化なしと言ったところである。

金融業（営業） 取引先の様子 ・景気はまずまず高い水準を維持しているが、３か月
前と比べて良くなっているとは言えない。３か月前
は、年度末の特需があったので比較は難しいが、設備
投資などの積極姿勢は変わっていない。

新聞社（広告）
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・地方創生によるプレミアム付き商品券事業の広告出
稿があり、流通や自治体の売上は前年を超えたが、韓
国のＭＥＲＳ（中東呼吸器症候群）の影響で海外旅行
広告が延期となり、旅行広告が大幅減となっている。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・６月に有料のセミナーを開催したが、参加者はいつ
ものように少なかった。毎回、同じように少ないのは
内容に問題があるか、やり方が拙いからである。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引客へのヒアリングでは、３か月前より良いとい
うところもあれば、厳しくなっているところもあり、
まちまちだ。ただ、前年比でみると少し良くなってい
る。

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・設備更新のリース案件が増え、補助金を活用した取
組も増えている。業績堅調で不良債権がない企業が多
くなった。海外に旅行する客やゴルフコンペが増加
し、飲食の機会も増え、好況感がある。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

取引先の様子 ・市町村から建設コンサルタントに発注される調査や
計画に関する業務は、地方創生の総合戦略策定支援、
公共施設等総合管理が中心である。１件あたりの予算
額が大きいことから、受注できる業者は、大手企業に
絞られている。他に予算化されている業務が少ないこ
とから中小のコンサルタントは仕事が極端に減少して
いる。

やや悪く
なっている

農林水産業（営
業）

受注量や販売量
の動き

・輸入品の台頭が目立ってくると予想される。また、
為替の影響が出てくる可能性がある。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・６月は毎年２回見本市があるが、昨年と比べて低調
だった。受注面においても通常の商品群の受注が少な
い。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月に入ってもなかなか受注量が上がらない。もう
しばらく待たないといけないようだ。

その他製造業
（産業廃物処理
業）

取引先の様子 ・以前に比べ自動車、半導体製品の売行きが悪化して
いるため、取引先の売行きも低迷している様子で、今
のところ増産にはならないとのことだ。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・物流の動き自体が鈍っており、全体的に売上が減っ
ている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者数が減少している。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・雇用指数は確かに良くなっているが、企業がオリン
ピックまでの労働市場の減少を見越して、人員確保を
進めているだけともいえる。

雇用
関連

(九州)
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新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・連日、中国などの海外のクルーズ客船が来港してい
る。街角で観光客から道を聞かれることが増えた。平
日の観光客の消費は商業地区への貢献が大きく、しば
らく好況が続く。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・平日、休日にかかわらず中心市街地に出ることが多
いが、最近は人出が多くなっている。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人の動きは確実に増えている。１社の求人数が増
えている。また、雇用形態も昨年は契約社員で新卒採
用をしていた企業が、今年度は正社員採用へと変更
し、人材確保する動きが出てきている。

変わらない 人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・多職種で求人企業数が増加しており、人材不足が顕
著である。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・正社員雇用は進まない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、昨年２～４月の３か月と比べると微
減しており、落ち着きを見せている。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・新規求人数及び新規求職者数は減少傾向にあるもの
の、就職率などの数値は伸びている状況にある。これ
は例年と同様、季節的要因である。また、その他の数
値の増減も例年とほぼ変わらず、景気動向の影響があ
るとは見受けられない。景気は３か月前と比して特段
の変化はない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比14.8％の減少となった。こ
れを主要産業別にみると、運輸業、郵便業、宿泊業、
飲食サービス業で増加し、建設業、製造業、卸売・小
売業、医療、福祉、サービス業が減少した。月間有効
求人数は前年同月比13.1％の減少となった。

職業安定所（職
業紹介）

求人数の動き ・新規求人数が増加しているが、増加の幅が小さく
なっている。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・求人数が伸びない。

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・企業の採用活動が、引き続き活発な様相を呈してお
り、会社説明会の案内などが多く寄せられている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・４月の採用時期を終えて求人数は落ち着いている。
しばらくは大きな需要は見込めず、求人数は減少す
る。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・６月に入り注文数が減ってきた。また、派遣登録者
数も先月からすると半分になった。求人誌のページ数
も減ってきているので、全体的に落ち着いている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・同業間の競争が激化し、市場全体の求人件数は伸び
ているが、当社の件数は前年を下回っている。

悪く
なっている

－ － －

　11．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

スーパー（販売
企画担当）

販売量の動き ・３か月前の３月は前年の消費税増税の影響により、
前年比でみると販売量の落ち込みがあり悪かった。そ
の分今月と３か月前を比較すると良くなっている。

やや良く
なっている

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・飲料関係商品が売れていて客単価が上昇している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・20歳から30歳代が大幅に伸びて来客数前年比が10％
増で推移している。

旅行代理店（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・夏休みの問い合わせや、その先９月の大型連休の旅
行計画の相談が増えている。

ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・基本的には商品のレベルを上げる、すなわちゴルフ
場の場合はコースの整備を従前にも増して良くしてい
くことで、今までのような、安ければ良いということ
ではなく、商品が良いということで利用者が増えてき
ている。

住宅販売会社
（代表取締役）

販売量の動き ・賃貸マンション、金融機関の支店等の大型建築案件
の契約を控えており、受注高に関しては順調に推移し
ている。

変わらない 一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・相変わらずインバウンド、海外観光客の購買意欲は
強い。

家計
動向
関連

(沖縄)
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百貨店（営業企
画）

販売量の動き ・依然インバウンド効果による底上げが続いている。
特に化粧品や有名雑貨店の動きが良く、免税売上の
50％の構成比となっている。免税売上を除いても前年
はクリアできているが、全館的には、前年は６月末に
スタートしたクリアランスが今年は７月に移行したた
め、衣料品でやや苦戦ぎみとなっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・空梅雨で暑さが続き、飲料やアイスを中心に売上は
伸びている。コンビニにとっては好条件が続いてい
る。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客が欲しいサイズや柄をちゃんと店頭に並べられれ
ば、順調に売上は確保できると考える。ただし、その
商品の確保は難しい。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

販売量の動き ・売上は変わらない。世間一般的には中国人、台湾人
等の外国人観光客がたくさん増えていてにぎわってい
る。しかし彼らは通常のお土産の店や専門店の売上に
は貢献することは無い。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・稼働率において、３か月前と同様の幅で前年同月の
実績を下回っている。

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・新規、機種変更共に落ちている。

その他のサービ
ス［レンタ
カー］（営業担
当）

来客数の動き ・レンタカーの予約状況については前年を若干下回っ
ているが、単価が上昇したため、売上は前年を上回っ
ている。

やや悪く
なっている

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・周りの客の様子、飲食回数を見てみると相変わらず
高付加価値の食材を使った目玉メニューを原価割れす
る程の低価格で販売する店や、トレンドの店に集中し
ている。かなり浮き沈みも激しく、当たると一気に店
舗を増やす店があり、トレンドに合わなくなって閉め
る老舗も増えてきている。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・今月は新商品の発売もあり販売量、客数が増えると
予想されたが、前年割れとなった。特に新規の客が少
なく他社の特典にひかれ乗り換えをする客が目立って
いる。

住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・来場数が３か月前に比べてマイナス37％となってい
る。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・まだ新しい中部の大型ショッピングモールの方へ客
や消費が流れている。特に婦人衣料等が影響を受けて
いる。小型店では値段を落とすのも限度がある。大型
店は値段をうまく調整しているので、小さい小売店は
大変な危機に立たされている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・原材料価格や物価の上昇傾向も落ち着き、個人消費
も引き続き堅調に推移しているように感じる。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注件数が増加している。

変わらない 輸送業（営業） 取引先の様子 ・家電、建築、外食、原料など全般的に物量は安定し
ているが、客が扱う商品の原料等が高騰し収益が悪化
しているとの声が聞こえている。

やや悪く
なっている

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共、民間工事向け出荷は共に前年比で減少してい
る。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

雇用形態の様子 ・契約社員から正規雇用への切替えが見られる。

変わらない 人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・正社員登用を前提とする企業からの求人や求職者か
らの問い合わせや依頼が増加している。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・３月度の週平均件数1146件に対し、６月度は964件
で182件減少している。

学校［専門学
校］（就職担
当）

採用者数の動き ・業種、職種によって採用人数が大きく異なってお
り、人材確保が困難を極めそうである。

悪く
なっている

－ － －

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)
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